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資料要求について 

 

 

別紙のとおり提出いたします。 

 



















本演習において青森県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地等警備訓練）

大湊地区、大湊分屯基地、車力分屯基地、三沢基地

② 航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

三沢基地、三沢対地射爆撃場、四川目訓練場、八戸駐屯地、八戸演習場、八戸航空基地

③ 航空作戦（滑走路被害復旧訓練）

三沢基地

④ 統合後方運用（協同衛生訓練）

大湊地区

⑤ 統合電磁波作戦訓練

六ケ所対空射撃場、三沢基地、八戸航空基地、

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
青森県における訓練について



訓練イメージ

青森県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地等警備訓練）

陸上自衛隊の部隊が海上・航空自衛隊の基地に展開し、海上・航空自衛隊と協同基地等警備

を実施します。なお、実弾は使用しません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）※内５日間程度、夜間訓練、空包使用を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：第９師団

海上自衛隊：大湊地区隊

航空自衛隊：北部航空方面隊等

空自装備の防護 防護施設の構築

協同訓練

大湊分屯基地
大湊地区

【凡例】

：訓練場所

三沢基地

訓練予定場所

車力分屯基地



青森県内で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～３１日（金）
【参加部隊】陸上自衛隊：高射特科部隊等 海上自衛隊：イージス艦 航空自衛隊：航空部隊、高射部隊、警戒管制部隊

訓練予定場所

北海道・東北沖

F-35×8機（基準）

三沢基地

E-2C/D×1機（基準）

千歳基地

イージス艦×1艇（基準）

北海道・東北沖

陸自：高射特科部隊

三沢基地、三沢対地射爆撃場、四川目訓練場、
八戸駐屯地、八戸演習場

三沢沖

八戸航空基地

空自：高射部隊

陸自：高射特科部隊

陸自：普通科部隊

F-15×14機（基準）
(石川県・小松基地からの
展開機を含む。)

C-130H又はC-2輸送機

F-2×4機（基準）
(茨城県・百里基地から展開)

陸上自衛隊の高射特科部隊、海上自衛隊のイージス艦、航空自衛隊の航空部隊等が、陸海空の基地等に展開し、北海道・東北沖及

び三沢沖で実施される統合防空ミサイル防衛等に参加し、侵攻する航空機等への対処についてその連携要領を演練します。併せて、航

空自衛隊の基地が使用できない事態を想定し、戦闘機等が八戸航空基地に、一時的に展開する訓練を計画しています。また、三沢基地

において、滑走路被害を想定した、誘導路における連続離発着訓練を演練します。



陸・空自衛隊の部隊が三沢基地に展開し、滑走路被害復旧訓練を実施します。なお、爆破薬を

使用した訓練は実施しません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月２３日（木）※夜間訓練は実施しません。

【参加部隊】陸上自衛隊：第２施設団 約５０名

航空自衛隊：北部航空施設隊 約３０名

【使用器材】車両、建設器材等×計約３０両

青森県で実施を検討している訓練内容
③航空作戦（滑走路被害復旧訓練）

三沢基地

訓練予定場所

【凡例】

：訓練場所

訓練イメージ



青森県内で実施を検討している訓練内容
④統合後方運用（協同衛生訓練）

訓練イメージ

陸・海自衛隊の衛生科部隊で、協同により負傷者に対する治療及び医療機関への搬送訓練を

実施します。この際、航空機による負傷者搬送訓練も併せて実施します。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～３１日（金） ※内約１週間程度（準備及び撤収期間含む。）

【参加部隊】陸上自衛隊：東北方面隊衛生科部隊 約２０名

海上自衛隊：大湊地区隊 約４０名

【使用装備品】回転翼機×１

訓練予定場所
大湊地区

【凡例】

：訓練場所

：飛行経路（予定）



青森県内で実施を検討している訓練内容
⑤統合電磁波作戦訓練

【期 間】
令和７年１０月２０日（月）～１０月２６日（日）

【参加部隊】
〇 陸上自衛隊北部方面隊：約２０名（車両（NEWSを含む。）×９両）
陸上自衛隊六ケ所対空射撃場：約１０名（車両（NEWSを含む。）×５両）
航空自衛隊三沢基地 ：約１０名（車両（NEWSを含む。）×４両）

〇 海上自衛隊八戸航空基地：
海上自衛隊岩国航空基地所属 多用機「ＵＰ－３Ｄ」×１機 約１５名

（機動展開）

（機動展開）

（機動展開）

訓練予定場所

（青森県）

陸上自衛隊
六ケ所対空射撃場

海上自衛隊
八戸航空基地展開する主要装備品

陸上自衛隊 NEWS※

※ NEWS：Network Electric warfare System（ネットワーク電子戦システム）
電波の収集・分析・妨害等を実施

海上自衛隊 多用機（ＵＰ－３Ｄ）

航空自衛隊
三沢基地

統合電磁波作戦訓練は、統合防空ミサイル防衛訓練に連携して行われます。

本訓練のため、陸上自衛隊の電子戦部隊が陸上自衛隊六ケ所対空射撃場、航空自衛隊三沢

基地にそれぞれ展開、海上自衛隊の多用機が海上自衛隊八戸航空基地に一時的に展開し、電波

状況の確認等を実施します。

なお、本訓練では実際に電波を発射する予定ですが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等

に影響しない周波数を使用します。



本演習において宮城県内で実施する訓練は、

統合後方運用（物資輸送訓練）

仙台塩釜港

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
宮城県における訓練について



大分港

仙台塩釜港

名瀬港

宮城県で実施を検討している訓練内容
統合後方運用（物資輸送訓練）

訓練イメージ

・

民間船舶で宮城県から大分県を経由して、鹿児島県まで部隊及び装備品（弾薬（実

弾）含む）を輸送する訓練を実施します。

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）（前後に準備期間及び撤収期間を設定）
※ 上記日程のうち、部隊及び装備品を民間船舶に搭載・卸下するため、仙台塩釜港を使用。

【参加部隊】 陸上自衛隊：第４地対艦ミサイル連隊、第５地対艦ミサイル連隊、第８地対艦ミサイル連隊
その他 ：民間船舶（壱岐対馬フェリー）

【輸送装備品等】陸自：８８式地対艦誘導弾、小型トラック（誘導車）×２
【実施地域】 仙台塩釜港、大分港、名瀬港

・仙台塩釜港において民間船舶（壱岐対馬フェリー）に部隊（第４地対艦ミサイル
連隊）及び装備品（８８式地対艦誘導弾）を搭載します。
・大分港において同様に部隊（第５、第８地対艦ミサイル連隊）及び装備品（１２式
地対艦誘導弾）を搭載します。
・これらの部隊、装備品は奄美大島（名瀬港）において卸下します。その後、陸自
瀬戸内分屯地まで機動し展開訓練を実施します。
・展開訓練実施後、往路の逆順で各駐屯地に帰隊し、仙台塩釜港に到着する予
定です。

壱岐対馬フェリー：みかさ

訓練予定場所

陸自：８８式地対艦誘導弾壱岐対馬フェリー



本演習において秋田県内で実施する訓練は、

陸上作戦（協同基地等警備訓練）

加茂分屯基地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
秋田県における訓練について



訓練イメージ

秋田県内で実施を検討している訓練内容
陸上作戦（協同基地等警備訓練）

陸上自衛隊の部隊が航空自衛隊の基地に展開し、航空自衛隊と協同基地等警備を実施し
ます。なお、実弾は使用しません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）※内５日間程度、夜間訓練、空包使用を含みます。
【参加部隊】陸上自衛隊：第９師団 約 ９０名

航空自衛隊：北部航空方面隊 約１２０名

空自装備の防護 防護施設の構築

協同訓練

【凡例】

：訓練場所

加茂分屯基地

訓練予定場所



本演習において福島県内で実施する訓練は、

陸上作戦（協同基地等警備訓練）

大滝根山分屯基地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
福島県における訓練について

3



訓練イメージ

福島県内で実施を検討している訓練内容
陸上作戦（協同基地等警備訓練）

訓練予定場所

4

大滝根山分屯基地

陸上自衛隊の部隊が航空自衛隊の基地に展開し、航空自衛隊と協同基地等警備を実施し
ます。なお、実弾は使用しません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）※内５日間程度、夜間訓練、空包使用を含みます。
【参加部隊】陸上自衛隊：第１１施設群 約６０名

第３８普通科連隊 約３０名
第３９普通科連隊 約３０名

航空自衛隊：中部航空警戒管制団 約８０名

空自装備の防護 防護施設の構築

協同訓練



陸・空自衛隊の部隊が百里基地に展開し、滑走路被害復旧訓練を実施します。

なお、爆破薬を使用した訓練は実施しません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月２４日（金）※夜間訓練は実施しません。

【参加部隊】陸上自衛隊：施設学校約３０名

航空自衛隊：中部航空施設隊約３０名

【使用機材】車両、建設器材等

茨城県で実施を検討している訓練内容
航空作戦（滑走路被害復旧訓練）

百里基地

訓練予定場所 訓練イメージ



陸・空自衛隊の部隊が入間基地に展開し、滑走路被害復旧訓練を実施します。

なお、爆破薬を使用した訓練は実施しません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月２４日（金）※夜間訓練は実施しません。

【参加部隊】陸上自衛隊：第５施設群約３０名

航空自衛隊：中部航空施設隊約３０名

【使用機材】車両、建設器材等

埼玉県で実施を検討している訓練内容
航空作戦（滑走路被害復旧訓練）

入間基地

訓練予定場所 訓練イメージ



全国で実施を検討している訓練内容
統合後方運用（医療訓練）

訓練イメージ

那覇基地内に開設した医療施設から、本州または九州の自衛隊等の医療機関への患

者の搬送訓練を実施します。埼玉県では、Ｃ－２により航空自衛隊入間基地へ後送し、

自衛隊入間病院への受入に関する訓練を実施いたします。

【期 間】令和７年１０月２９日（水）～１０月３０日（木）

【参加部隊】共同の部隊・機関：統合作戦司令部、自衛隊入間病院（約１００名）

航空自衛隊：航空支援集団（約２０名）

訓練予定場所

患者搬送（救急車） 患者搬送（航空機）

・より高度な治療が必要な傷病者を本州または九州へ搬送

する訓練を実施します。



本演習において神奈川県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地等警備訓練）

防衛大学校、海自横須賀基地、横浜ノースドック、米海軍横須賀基地

② 航空作戦（高射部隊の機動展開訓練）

横浜ノースドック、厚木航空基地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
神奈川県における訓練について



神奈川県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地等警備訓練）

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金） ※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊（１師団）、海上自衛隊（横須賀警備隊）

場 所 主に展開する部隊

防衛大学校 第１通信大隊 約１０名

海自横須賀基地
第３１普通科連隊
海自横須賀警備隊

５０～７０名

横浜ノースドック
第３１普通科連隊
第１高射特科大隊

８０～１００名

米海軍横須賀基地 第３１普通科連隊 約８０名

横浜ノースドック

防衛大学校

海自横須賀基地

米海軍横須賀基地

陸上自衛隊及び海上自衛隊の部隊が自衛隊基地・米軍基地に展開し、各部隊による基地等
警備訓練（施設防護及び対空掩護）を実施します。なお、実弾は使用しません。

訓練イメージ人数等訓練予定場所



神奈川県内で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（高射部隊の機動展開訓練）

訓練予定場所

横浜ノースドック

空自：高射部隊

【期 間】令和７年１０月１７日（金）～１０月３１日（金）のうち、８日間程度
【参加部隊】中部高射群

人員約４０名、車両約１５台（ＰＡＣ－３を含む。）

航空自衛隊の高射部隊が、総合防空ミサイル防衛に係る航空自衛隊の任務遂行能力の向
上のため、横浜ノースドックにおいて機動展開訓練を実施します。なお、実弾の使用はありま
せん。



神奈川県内で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（高射部隊の機動展開訓練）

訓練予定場所

厚木航空基地

空自：高射部隊

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）のうち、８日間程度
【参加部隊】中部高射群

人員約３０名、車両約８台（ＰＡＣ－３を含む。）

航空自衛隊の高射部隊が、総合防空ミサイル防衛に係る航空自衛隊の任務遂行能力の向
上のため、海上自衛隊厚木航空基地において機動展開訓練を実施します。なお、実弾の使用
はありません。



新潟県内（佐渡空港）で実施を検討している訓練内容
陸上作戦（物資等輸送訓練）

陸上自衛隊と航空自衛隊が協同した警備訓練に併せて、佐渡空港を使用した物資等

輸送訓練を実施します。なお、弾薬等の輸送は実施しません。また、実弾は使用しませ

ん。

【期 間】令和７年１０月２２日（水）～１０月２４日（金）

【参加部隊】陸上自衛隊：第１２ヘリコプター隊、第１２後方支援隊

【参加人員】陸上自衛隊：約２０名（ＣＨ－４７×２機、車両×４両）

佐渡空港

訓練イメージ訓練予定場所



本演習において石川県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地等警備訓練）

小松基地、輪島分屯基地

② 航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

小松基地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
石川県における訓練について



訓練イメージ期間、人数等訓練予定場所

基 地 期 間 展開する陸自部隊

小松基地
10/20
～
10/31

第１４普通科連隊
（石川）約１００名

輪島分屯基地
10/20
～
10/31

第１４普通科連隊
（石川）約１００名

陸上自衛隊の部隊が航空自衛隊の基地・分屯基地に展開し、各部隊による基地警備訓練
を実施します。なお、実弾は使用しません。（空包は使用いたします。）

石川県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地等警備訓練）

【期 間】 令和６年１０月２０日（月）～１０月３１日（金） ※ 夜間訓練、ヘリの飛行訓練含む

【参加部隊】 陸上自衛隊：中部方面隊、第１０師団 約１００名

航空自衛隊：２３警戒隊等 約５０名

【凡例】

：訓練場所

：ヘリコプター飛行経路



①

訓練イメージ 小松基地

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

Ｆ－１５戦闘機

南紀白浜空港

③

②

①航空自衛隊小松基地から四国沖に進出し、訓練に参加
②四国沖での訓練後、南紀白浜空港に着陸（最大４機）することを想定した
訓練を実施
③連続離着陸訓練終了後、小松基地へ帰投
※期間中、３日間程度、民航機への影響のない時間帯に、１日１回の運航
を計画 しています。 なお、夜間の運航は計画致しません。

南紀白浜空港

Ｔ－４練習機

航空自衛隊の戦闘機部隊等が四国沖で実施される統合防空ミサイル防衛及び統合対艦攻
撃訓練に参加し、それぞれの対処要領について演練します。あわせて、航空自衛隊の基地
が使用できない場合に戦闘機が南紀白浜空港に着陸することを想定し、同空港にF-１５戦
闘機又はＴ－４練習機が連続離着陸をする訓練を計画しています。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）（前後に準備・撤収期間を数日間設定）

【参加部隊】航空自衛隊：中部航空方面隊

【南紀白浜空港】人員約５名、F-１５戦闘機×４機（最大）又はＴ－４練習機×１機

石川県内で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）



石川県内で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）（前後に準備・撤収期間を数日間設定）

【参加部隊】航空自衛隊：中部航空方面隊

人員約５０名、F-１５戦闘機×１２機（最大）、Ｆ－３５戦闘機×４機（最大）

訓練イメージ

小松基地

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

Ｆ－１５戦闘機

①航空自衛隊小松基地から石川県沖に進出し、訓練に参加
②石川県沖での訓練終了後、小松基地に帰投
※１日約２回の訓練を計画 しています。
なお、夜間の訓練は計画致しません。

③小松基地で誘導路を使用した連続離着陸訓練を演練しま
す。

①

②

Ｆ－３５戦闘機

③

航空自衛隊の戦闘機部隊等が石川県沖で実施される統合防空ミサイル防衛及び統合対艦
攻撃訓練に参加し、それぞれの対処要領について演練します。また、滑走路被害を想定し
た、誘導路における連続離着陸訓練を演練します。



【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）（前後に準備・撤収期間を数日間設定）

【参加部隊】航空自衛隊：中部航空方面隊

人員約５０名、Ｆ－１５×１２機（最大）、Ｆ－３５戦闘機×４機（最大）

訓練イメージ 小松基地

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

①航空自衛隊小松基地から四国沖に進出し、訓練に参加
②四国沖での訓練終了後、小松基地に帰投
※１日約２回の訓練を計画 しています。
なお、夜間の訓練は計画致しません。

①

②

航空自衛隊の戦闘機部隊等が四国沖で実施される統合防空ミサイル防衛及び統合対艦攻
撃訓練に参加し、それぞれの対処要領について演練します。

石川県内で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

Ｆ－１５戦闘機 Ｆ－３５戦闘機



本演習において静岡県内で実施する訓練は、

〇 航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

浜松基地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
静岡県における訓練について



静岡県内で実施を検討している訓練内容
航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

訓練イメージ

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）（基準）

【参加部隊】航空自衛隊：警戒航空団、中部航空方面隊、西部航空方面隊、航空支援集団等

【浜松基地】人員約２０名、E-７６７×１機（最大）

E-767

浜松基地

①浜松基地から四国沖に進出し、訓練に参加
②四国沖での訓練後、浜松基地へ帰投
※期間中、１日１回の運航を計画 しています。
なお、夜間の運航は計画致しません

航空自衛隊の戦闘機部隊等が四国沖で実施される統合防空ミサイル防衛及び統合対艦攻撃

訓練に参加し、それぞれの対処要領について演練します。



本演習において愛知県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地等警備訓練）

小牧基地、高蔵寺分屯基地

② 統合後方運用（物資輸送訓練）

蒲郡港

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
愛知県における訓練について



訓練イメージ

愛知県で実施を計画している訓練内容
①陸上作戦（協同基地等警備訓練）

期間、人数等

基 地 期 間 展開する陸自部隊

小牧基地
10/20
～
10/31

○ 第１０偵察戦闘大隊
（豊川）約６０名

○ 第１０施設大隊（春
日井）約４０名

○ 第１０特殊武器防護
隊（守山）約２０名

○ 第１０飛行隊（明
野）約４名

○ 第１０通信大隊（守
山）約２０名

○ 第１０師団司令部
（守山）約２０名

高蔵寺分屯基地
10/20
～
10/31

○ 第１０偵察戦闘大隊
（豊川）約４０名

○ 第１０施設大隊（春
日井）約４０名

○ 第１０特殊武器防護
隊（守山）約２０名

○ 第１０飛行隊（明
野）約４名

○ 第１０通信大隊（守
山）約２０名

○ 第１０師団司令部
（守山）約２０名

訓練予定場所

【凡例】
：訓練場所（自衛隊のみ）

高蔵寺分屯基地

小牧基地

陸上自衛隊の部隊が航空自衛隊の基地・分屯基地に展開し、航空自衛隊と協同基地等警備を

実施します。なお、実弾は使用しません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）※夜間訓練、空包使用を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：中部方面隊、第１０師団 第１０偵察戦闘大隊 約１００名

第１０飛行隊 約８名（ＵＨ－１Ｊヘリコプター）

その他部隊 約２００名

航空自衛隊：第１輸送航空隊 約１００名

第４補給処等 約１００名



愛知県で実施を検討している訓練内容
②統合後方運用（物資輸送訓練）

ＰＦＩ船舶で北海道から愛知県を経由して、沖縄県まで部隊・装備品を輸送する訓練を

実施します。なお、蒲郡港においても、部隊の乗船及び装備品を搭載します。

【期 間】令和７年１０月１６日（木）及び１０月２９日（水）（訓練運用上、準備のため蒲郡港を訓練期間前に使用します。）

【参加部隊】航空自衛隊：高射教導群、中部高射群

【使用装備品】ＰＡＣ３発射機（ＬＳ）、レーダー装置、燃料タンク車等

その他：ＰＦＩ船舶（はくおう及びナッチャンWorld）

【実施地域】蒲郡港（他北海道、九州及び沖縄県の港湾を使用予定）

訓練イメージ

・

ＰＡＣ３発射機（ＬＳ）

【PFI船舶：はくおう】
・１０月１６日（木）、蒲郡港において、空自部隊（高射教導群、中部
高射群）の乗船及び装備品（ＰＡＣ３発射機、レーダー装置、燃料
タンク車等 ）を搭載し、中城湾港・平良港まで輸送する訓練を実
施します。
（苫小牧港や鹿児島港等でも他部隊を乗船させます）

【 PFI船舶：ナッチャンWorld】
・１０月２９日（水）、はくおうにて九州・沖縄で訓練を実施した空自
部隊（１６日に乗船した部隊）がナッチャンにより蒲郡港に帰港しま
す。下船後、各基地に前進します。

レーダー装置（ＲＳ） 待機車１号 燃料タンク車

中城湾港

蒲郡港

石垣港

平良港

鹿児島港

苫小牧港より訓練予定場所

伊延港

大分港

ＰＦＩ船舶：ナッチャン
World

ＰＦＩ船舶：はくおう

：はくおう往路
：はくおう復路

凡例

：ナッチャンWorld往路
：ナッチャンWorld復路



名古屋港を中継する移動について
民間船舶（定期船フェリー）の利用

防衛省・自衛隊においては、令和７年１０月２０日（月）から１０月３１日（金）までの間、令和７年度自衛

隊統合演習（実動演習）を実施する予定です。

当該演習を実施する上で、各地に所在している部隊が全国各地へ移動・展開する計画があり、この計

画に基づき、北海道及び青森県の所在部隊が鹿児島県及び沖縄県へそれぞれ移動致します。

今回の移動の際には、民間船舶（定期船フェリー）を乗り継いで移動する予定であり、この間、名古屋

港についても乗り継ぎ港の一部として利用させていただく予定となっております。なお、ＰＦＩ船舶やチャー

ター船での利用はありません。

＜移動経路（予定）＞
往路①：10月13日（月）
往路②：10月19日（日）
復路①：10月31日（金）
復路②：11月2日（日）

苫小牧港

那覇港

名古屋港

：海路
：陸路

凡例

志布志港

大阪港

主な装備品（イメージ）

〇車両：６台
〇人員：約１５名程度

移動経路（予定）
往路：10月15日（水）
復路：10月27日（日）

仙台港

那覇港

宮崎港

：海路
：陸路

凡例

鹿児島港

神戸港

主な装備品（イメージ）

〇車両：６台
〇人員：約１５名程度

鹿児島港 名古屋港

名瀬港（奄美大島） 〇特殊車両：１１両
〇人員：約３０名程度

＜往路①＞

＜往路②＞



本演習において三重県内で実施する訓練は、

陸上作戦（協同基地等警備訓練）

笠取山分屯基地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
三重県における訓練について



訓練イメージ

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金） ※ 夜間訓練、ヘリの飛行訓練を含む

【参加部隊】 陸上自衛隊：中部方面隊第１０師団第１０施設大隊 約１００名

航空自衛隊：第１警戒隊 約５０名

期間、人数等

基 地 期 間 展開する陸自部隊

笠取山分屯基地
10/20
～
10/31

中部方面隊第１０師団
第１０施設大隊
（春日井）約１００名

訓練予定場所

笠取山分屯基地

なお、実弾は使用しません。（空包は使用します。）

【凡例】
：訓練場所（自衛隊のみ）

三重県で実施を検討している訓練内容
陸上作戦（協同基地等警備訓練）

陸上自衛隊の部隊が自衛隊基地に展開し、各部隊による基地警備訓練を実施します。

なお、実弾は使用しません。（空包は使用します。）



本演習において京都府内で実施する訓練は、

①陸上作戦（協同基地等警備訓練、通信訓練・沿岸部・内陸部監視訓練）
経ヶ岬分屯基地、舞鶴基地、宇治駐屯地

②統合後方補給（弾薬搭載訓練）
舞鶴弾薬整備補給所

を予定しています。
訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
京都府における訓練について



京都府内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地等警備訓練）

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～３１日（金） ※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：第７普通科連隊（福知山） 約１７０名（車両 約５０両）

第３飛行隊（八尾） 約 ４名（ＵＨ－１ヘリコプター１機）※夜間は飛行しません。

第３偵察戦闘大隊（今津） 約 ５０名（車両 約２０両）※１６ＭＣＶを含みます。（予定）

第３高射特科大隊（姫路） 約 ２０名（車両 約１０両）※短ＳＡＭを含みます。

第３施設大隊（大久保） 約 ３０名（車両 約１５両）※大型車両を含みます。

第３通信大隊（千僧） 約 ５名（車両 約２両）

航空自衛隊：第３５警戒隊 約 ５０名

経ヶ岬地区
拡大図

航空自衛隊
経ヶ岬
分屯基地

訓練イメージ訓練予定場所

陸上自衛隊の部隊が航空自衛隊経ヶ岬分屯基地に展開し、各部隊による基地等警備訓練を

実施します。なお、実弾は使用しません（空包は使用いたします。）。



京都府内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地等警備訓練）

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～３１日（金） ※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：第７普通科連隊（福知山） 約２００名（車両 約５０両）

第３飛行隊（八尾） 約 ４名（ＵＨ－１ヘリコプター １機）※夜間は飛行しません。

第３偵察戦闘大隊（今津） 約 ７０名（車両 約３０両）※１６ＭＣＶを含みます。（予定）

第３高射特科大隊（姫路） 約 ３０名（車両 約１０両）※短ＳＡＭを含みます。

第３施設大隊（大久保） 約 ３０名（車両 約１５両）※大型車両を含みます。

海上自衛隊：舞鶴地方隊 約１５０名

航空自衛隊：中部高射群第１５高射隊 約 ４０名（車両 約１０両）※大型車両を含みます。

陸上・海上・航空自衛隊の部隊が自衛隊基地等に展開し、各部隊による基地等警備訓練を実

施します。なお、実弾は使用しません（空包は使用いたします。）。

訓練予定場所



京都府内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地等警備訓練）

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～３１日（金） ※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：第３６普通科連隊（伊丹） 約 ６０名（車両 約１５両）

第３施設大隊（大久保） 約 ２０名（車両 約１０両）※大型車両を含みます。

航空自衛隊：中部高射群第１３高射隊 約 ４０名（車両 約１０両）※大型車両を含みます。

陸上自衛隊
宇治駐屯地
拡大図

訓練予定場所

陸上自衛隊
宇治駐屯地 基地等 展開等する陸自・空自部隊

宇治駐屯地

〇 第３６普通科連隊
人 員：約６０名
車 両：約１５両

○ 第３施設大隊
人 員：約２０名
車 両：約 ５両

〇 中部高射群第１５高射隊
人 員：約４０名
車 両：約１０両

陸上・航空自衛隊の部隊が陸上自衛隊宇治駐屯地に展開し、各部隊による基地等警備訓練を

実施します。なお、実弾は使用しません（空包は使用いたします。）。



京都府内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦(通信訓練及び偵察訓練)

【凡例】

：訓練場所（自衛隊のみ）

：ヘリコプター飛行経路

訓練イメージ訓練予定場所

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～３１日（金） ※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：第７普通科連隊（福知山） 約 ７０名（車両 約１０両）

第３偵察戦闘大隊（今津） 約 ８０名（車両 約３０両）※１６ＭＣＶを含みます。（予定）

第３飛行隊（八尾） 約 ４名（ＵＨ－１ヘリコプター １機） ※夜間は飛行しません。

第３通信大隊（千僧） 約 ３０名（車両 約１０両）

１６ＭＣＶ

陸上自衛隊の部隊が日本海沿岸部に展開し、各部隊による通信訓練及び偵察訓練を実施し

ます。なお、実弾及び空包は使用しません。



京都府内で実施を検討している訓練内容
②統合後方補給（弾薬搭載訓練）

舞鶴基地に停泊中の海自艦艇に対し、陸上自衛隊の協力を得て、舞鶴弾薬整備補給処から
運搬したコンテナの搭載訓練、搭載作業中の警護訓練を実施致します。なお、実弾は使用しませ
ん（空砲は使用いたします。）。

【期 間】令和７年１０月２３日（木）～２４日（金）

【参加部隊】海上自衛隊：舞鶴弾薬整備補給所（約１０名）、艦艇×１隻

陸上自衛隊：第７普通科連隊（福知山） 約３０名（車両 約５両）、輸送用車両×１両、クレーン車×１両（約５名）

訓練予定場所
【凡例】赤線：陸路

訓練イメージ



本演習において大阪府内で実施する訓練は、

〇 陸上作戦（協同基地等警備訓練）

信太山演習場、八尾駐屯地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
大阪府における訓練について



大阪府内で実施を検討している訓練内容
陸上作戦（協同基地等警備訓練）

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～３１日（金） ※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：第３６普通科連隊（伊丹） 約３０名（車両：約１０両）

第３施設大隊（大久保） 約２０名（車両：約１０両）

航空自衛隊：中部高射群第１４高射隊 約２５名（車両：約 ５両）

訓練予定場所

基地等 展開等する陸自・空自部隊

信太山演習場

第３６普通科連隊 人員 約３０名
車両 約１０両

第３施設大隊 人員 約２０名
車両 約１０両

中部高射群第１４高射隊 人員 約２５名
車両 約 ５両

陸上自衛隊
信太山演習場
拡大図

陸上自衛隊
信太山演習場

陸上自衛隊及び航空自衛隊の部隊が陸上自衛隊信太山演習場に展開し、各部隊による
基地等警備訓練を実施します。なお、実弾は使用しません（空包は使用いたします。）。



大阪府内で実施を検討している訓練内容
陸上作戦（協同基地等警備訓練）

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～３１日（金） ※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：第３６普通科連隊（伊丹） 約３０名（車両：約１０両）

第３施設大隊（大久保） 約２０名（車両：約１０両）

第３飛行隊（八尾） 約 ５名（ＵＨ－１ヘリコプター：１機）※夜間は飛行しません。

航空自衛隊：中部高射群第１２高射隊 約２５名（車両：約 ５両）

訓練予定場所

八尾駐屯地

陸上自衛隊
八尾駐屯地
拡大図

民有地のため使用なし

基地等 展開等する陸自・空自部隊

八尾駐屯地

第３６普通科連隊 人員 約３０名
車両 約１０両

第３施設大隊 人員 約２０名
車両 約１０両

中部高射群第１２高射隊 人員 約２５名
車両 約 ５両

陸上自衛隊及び航空自衛隊の部隊が陸上自衛隊八尾駐屯地に展開し、各部隊による基地
等警備訓練を実施します。なお、実弾は使用しません（空包は使用いたします。）。

陸上自衛隊
八尾駐屯地

【凡例】

：ヘリコプター飛行経路



大阪港を中継する移動について
民間船舶（定期船フェリー）の利用

防衛省・自衛隊においては、令和７年１０月２０日（月）から１０月３１日（金）までの間、令和７年度自衛

隊統合演習（実動演習）を実施する予定です。

当該演習を実施する上で、各地に所在している部隊が全国各地へ移動・展開する計画があり、この計

画に基づき、北海道の所在部隊が鹿児島県及び沖縄県へそれぞれ移動致します。

今回の移動の際には、民間船舶（定期船フェリー）を乗り継いで移動する予定であり、この間、大阪港

についても乗り継ぎ港の一部として利用させていただく予定となっております。なお、ＰＦＩ船舶やチャー

ター船での利用はありません。

＜移動経路（予定）＞
往路①：10月14日（火）
往路②：10月19日（日）
復路①：10月30日（木）
復路②：11月2日（日）

苫小牧港

那覇港

名古屋港

：海路
：陸路

凡例

志布志港

大阪港

主な装備品（イメージ）

〇車両：６台、人員：約１５名程度

鹿児島港

名瀬港（奄美大島）

〇特殊車両：１１両、人員：約３０名程度

＜往路①＞

＜往路②＞



神戸港を中継する移動について
民間船舶（定期船フェリー）の利用

防衛省・自衛隊においては、令和７年１０月２０日（月）から１０月３１日（金）までの間、令和７年度自衛

隊統合演習（実動演習）を実施する予定です。

当該演習を実施する上で、各地に所在している部隊が全国各地へ移動・展開する計画があり、この計

画に基づき、青森県の所在部隊が沖縄県へ移動致します。

今回の移動の際には、民間船舶（定期船フェリー）を乗り継いで移動する予定であり、この間、神戸港

についても乗り継ぎ港の一部として利用させていただく予定となっております。なお、ＰＦＩ船舶やチャー

ター船での利用はありません。

移動経路（予定）
往路：10月15日（水）
復路：10月27日（月）

仙台港

那覇港

宮崎港

：海路
：陸路

凡例

鹿児島港

神戸港

主な装備品（イメージ）

〇車両：６台
〇人員：約１５名程度

名古屋港



本演習において和歌山県内で実施する訓練は、

航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

南紀白浜空港

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
和歌山県における訓練について



①

和歌山県内で実施を検討している訓練内容
航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

訓練イメージ 小松基地

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

Ｆ－１５戦闘機

南紀白浜空港

③

②

①航空自衛隊小松基地から四国沖に進出し、訓練に参加
②四国沖での訓練後、南紀白浜空港に着陸（最大４機）することを想定した
訓練を実施
③連続離着陸訓練終了後、小松基地へ帰投
※期間中、３日間程度、民航機への影響のない時間帯に、１日１回の運航
を計画 しています。 なお、夜間の運航は計画致しません。

南紀白浜空港

Ｔ－４練習機

航空自衛隊の戦闘機部隊等が四国沖で実施される統合防空ミサイル防衛及び統合対艦攻撃訓
練に参加し、それぞれの対処要領について演練します。あわせて、航空自衛隊の基地が使用できな
い場合に戦闘機が南紀白浜空港に着陸することを想定し、同空港にF-１５戦闘機又はＴ－４練習機
が連続離着陸訓練をする訓練を計画しています。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）（前後に準備・撤収期間を数日間設定）

【参加部隊】航空自衛隊：中部航空方面隊

【南紀白浜空港】人員約５名、F-１５戦闘機×４機（最大）又はＴ－４練習機



本演習において鳥取県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地等警備訓練）

米子駐屯地、美保基地

② 航空作戦（基地防空部隊の機動展開訓練）

美保基地

③ 統合電磁波作戦訓練

米子駐屯地、美保基地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
鳥取県における訓練について



鳥取県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地等警備訓練）

陸上自衛隊の部隊が鳥取県及び山口県の航空自衛隊基地等に展開し、各部隊による基地等
警備訓練を実施します。なお、実弾については使用しません（空包は使用いたしますが、夜間の
空包使用及びヘリ離発着はいたしません。）。

＜美保基地＞
【期 間】１０月２２日（水）～１０月２４日（金） ※ ２０時までの夜間訓練を含む
【参加部隊】陸上自衛隊：第８普通科連隊約３０名、車両約１０両

航空自衛隊：第３輸送航空隊約３０名

＜見島分屯基地＞
【期 間】１０月２０日（月）～１０月２３日（水） ※ １８時～２０時までの夜間訓練及び多用途ヘリUH-1の飛行訓練を含む
【参加部隊】陸上自衛隊：第８普通科連隊約４０名、車両約７両、ヘリ３機（米子駐屯地離陸）

航空自衛隊：第１７警戒隊約５０名

訓練イメージ

岩国基地

見島分屯基地

【凡例】

：訓練場所

：ヘリコプター飛行経路

米子駐屯地

訓練予定場所

美保基地

基地等 展開等する陸自部隊

見島分屯基地
第８普通科連隊 約４０名

車両 約７両

美保基地
第８普通科連隊 約３０名

車両 約１０両



鳥取県内で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（基地防空部隊の機動展開訓練）

訓練予定場所

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）のうち、８日間程度

【参加部隊】第４航空団（人員約３０名、車両約１５台） （いずれも調整中）

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

航空自衛隊の高射部隊が、総合防空ミサイル防衛に係る航空自衛隊の任務遂行能力の向上

のため、美保基地において機動展開訓練を実施します。なお、実弾の使用はありません。

航空自衛隊
美保基地

展開する主要装備品



鳥取県内で実施を計画している訓練内容
③統合電磁波作戦訓練

【期 間】令和７年１０月２１日（火）～１０月２９日（水）

【参加部隊】陸上自衛隊陸上総隊：約１０名（車両（NEWSを含む。）×２両）

陸上自衛隊米子駐屯地：約１０名（車両（NEWSを含む。）×２両）

訓練予定場所

陸上自衛隊
米子駐屯地

陸上自衛隊 NEWS※

※ NEWS：Network Electric warfare System（ネットワーク電子戦システム）
電波の収集等を実施

展開する主要装備品（鳥取県）

（平素から所在）

統合電磁波作戦訓練は、陸上自衛隊の電子戦部隊が陸上自衛隊米子駐屯地において、電波

状況の確認等を実施します。

なお、本訓練では電波の収集のみであり実際に電波の発射は実施しません。



鳥取県内で実施を計画している訓練内容
③統合電磁波作戦訓練

【期 間】令和７年１０月２４日（金）～１０月３０日（木）

【参加部隊】航空自衛隊入間基地所属 電子情報収集機「ＲＣ－２」×１機 または 電子情報収集機「ＹＳ－１１ＥＢ」×１機
（機動展開）

展開する主要装備品

航空自衛隊 電子情報収集機「ＹＳ－１１ＥＢ」航空自衛隊 電子情報収集機「ＲＣ－２」

訓練予定場所

四国沖

航空自衛隊
美保基地

統合電磁波作戦訓練は、四国沖で実施される共同統合対艦戦闘訓練に連携して行われます。

本訓練に参加するため、航空自衛隊入間基地所属の航空機が、航空自衛隊入間基地から航空

自衛隊美保基地に展開しますが、早朝・夜間や土日を含む航空機の運航は計画していません。

なお、本訓練では電波の収集のみであり、実際に電波は発射しません。



本演習において広島県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地等警備訓練）

呉基地、呉造修補給所、呉弾薬整備補給所、呉造修補給所飛渡瀬地区

② 統合後方運用（弾薬の一時保管、荷役訓練、潜水艦補給訓練）

呉弾薬整備補給所、米軍川上弾薬庫、呉基地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
広島県における訓練について



広島県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地等警備訓練）

呉基地（呉市）、呉造修補給所貯油所（呉市）及び呉弾薬整備補給所（江田島市）とその周辺海域
において、自衛隊施設及び展開した航空自衛隊部隊を、海上自衛隊及び陸上自衛隊の部隊が協同
で警備する訓練を実施します。

【期 間】 １０月２０日（月）～２８日（火）
【参加部隊】 海上自衛隊：呉地隊等（約６５０名）

陸上自衛隊：第４６普通科連隊等（約２８０名）
航空自衛隊：第７防空隊（１６名）

訓練イメージ

呉基地、呉造修補給所貯油所及び呉弾薬整備補給所とその周辺海域において海上自衛隊及び
陸上自衛隊の部隊が協同警備訓練を実施します。また呉基地及び呉造修補給所飛渡瀬地区に機
動展開する空自アセット（基地防空用ＳＡＭ 射撃統制装置等）の警備訓練を行います。

訓練予定場所

呉造修補給所貯油所（呉市）

呉弾薬整備補給所
（江田島）

呉基地海自施設
（呉市複数地区）

呉造修補給所飛渡
瀬地区（江田島）



広島県内で実施を検討している訓練内容
②統合後方運用（弾薬の一時保管）

庫内での出納作業

一時保管に関する米軍との諸手続き

訓練予定場所 訓練イメージ川上弾薬庫（東広島市）

【凡例】茶線：陸路

呉弾薬整備補給所（江田島市）

【期 間】 １０月２３日（木）～２４日（金）【調整中】

【参加部隊】 海上自衛隊：呉弾薬整備補給所（約１０名）

米 軍：米陸軍第１０地域支援群弾薬廠（人数調整中）

海自呉弾薬整備補給所（江田島市）で管理している弾薬（模擬弾）を米軍川上弾薬庫（東広島

市）まで役務により陸上輸送し、同施設での一時保管要領に関する訓練を実施します。



広島県内で実施を検討している訓練内容
②統合後方運用（荷役訓練）

高速無人標的機の陸上輸送

訓練イメージ

油槽船による燃料の海上輸送

高速無人標的機（ＣＨＵＫＡＲⅢ）

訓練支援艦への搭載

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）（前後に準備期間及び撤収期間を設定）
※ 上記日程のうち、２日間を予定。

【参加部隊】 海上自衛隊：標的機整備隊、訓練支援艦「てんりゅう」、油槽船０２号
※その他、陸上自衛隊（クレーン車×１両）、海上自衛隊（輸送用車両×１両）の車両を使用予定

訓練予定場所

須崎港

標的機整備隊
（江田島市）

呉基地（呉市）

【凡例】茶線：陸路（標的）
青線：海路（燃料）

須崎港に係留している海上自衛隊の訓練支援艦に対し、高速無人標的機及び燃料を搭載する

訓練を実施します。高速無人標的機は標的機整備隊（江田島市）から海上自衛隊車両により陸上

輸送、燃料は呉基地（呉市）から油槽船（ＹＯＴ）により海上輸送します。



広島県内で実施を検討している訓練内容
②統合後方運用（潜水艦補給訓練）

訓練予定場所 訓練イメージ

岩国基地（岩国市）

呉地方総監部（呉市）

呉地方総監部で管理している資機材等を、米海兵隊岩国飛行場に入港した海上自衛隊の潜

水艦に補給する訓練を実施します。

【期 間】 １０月２７日（月）、予備日２８日（火）

【参加部隊】 海上自衛隊：呉警備隊（支援船×４隻）、潜水艦×１隻、呉潜水艦基地隊、呉基地業務隊

※ その他、海上自衛隊（大型車両×３両）の車両、視察のための高速船１隻を使用予定



本演習において山口県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地等警備訓練）
見島分屯基地

② 統合後方運用（潜水艦補給訓練）
米軍岩国基地

③ 統合電磁波作戦訓練
岩国航空基地

④ 宇宙作戦訓練
防府北基地

を予定しています。
訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
山口県における訓練について



山口県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地等警備訓練）

陸上自衛隊の部隊が山口県及び鳥取県の航空自衛隊基地等に展開し、各部隊による基地等
警備訓練を実施します。なお、実弾については使用しません（空包は使用いたしますが、夜間の
空包使用及びヘリ離発着はいたしません。）。

＜見島分屯基地＞
【期 間】１０月２０日（月）～１０月２３日（水） ※ １８時～２０時までの夜間訓練及び多用途ヘリUH-1の飛行訓練を含む
【参加部隊】陸上自衛隊：第８普通科連隊約４０名、車両約７両、ヘリ３機（米子駐屯地離陸）

航空自衛隊：第１７警戒隊約５０名

＜美保基地＞
【期 間】１０月２２日（水）～１０月２４日（金） ※ ２０時までの夜間訓練を含む
【参加部隊】陸上自衛隊：第８普通科連隊約３０名、車両約１０両

航空自衛隊：第３輸送航空隊約３０名

訓練イメージ

岩国基地

見島分屯基地

【凡例】

：訓練場所

：ヘリコプター飛行経路

米子駐屯地

訓練予定場所

美保基地

基地等 展開等する陸自部隊

見島分屯基地
第８普通科連隊 約４０名

車両 約７両

美保基地
第８普通科連隊 約３０名

車両 約１０両



山口県内で実施を検討している訓練内容
②統合後方補給（潜水艦補給訓練）

訓練イメージ訓練予定場所

岩国飛行場（岩国市）

【期 間】 １０月２７日（月）、予備日２８日（火）

【参加部隊等】 海上自衛隊：呉警備隊（支援船×４隻）、潜水艦×１隻、呉潜水艦基地隊、呉基地業務隊

※ その他、海上自衛隊（大型車両×３両）の車両、視察のための高速船１隻を使用予定

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の一環として、資機材等の補給のため、海上自衛隊
の潜水艦が、米海兵隊岩国飛行場の港湾施設に入港します。



山口県内で実施を検討している訓練内容
③統合電磁波作戦訓練

（山口県）
展開する主要装備品

海上自衛隊 多用機（ＵＰ－３Ｄ）

訓練予定場所

四国沖

海上自衛隊
岩国航空基地

統合電磁波作戦訓練は、四国沖で実施される共同統合対艦戦闘訓練に連携して行われます。
本訓練のため、海上自衛隊岩国基地所属の航空機が四国沖で実施される共同統合対艦戦

闘訓練に参加します。
なお、本訓練では実際に電波を発射しますが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等に影

響しない周波数を使用し、早朝や夜間の運航計画はございません。

【期 間】令和７年１０月２７日（月）～１０月２９日（水）

【参加部隊等】海上自衛隊岩国航空基地所属 多用機「ＵＰ－３Ｄ」×１機 約１０名



山口県内で実施を検討している訓練内容
④宇宙作戦訓練

訓練イメージ

防府北基地

訓練予定場所

出典：jwing.net/news/77191

※ 基地内の機材設置専用の場所
に機材を設置

防府北基地に所在する宇宙作戦群が自基地において、宇宙領域把握等に係る活動を実施し
ます。なお、他基地からの部隊展開は予定しておらず、本演習のために特別な機材を設置するも
のではありません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）

【参加部隊】航空自衛隊（宇宙作戦群）



本演習において高知県内で実施する訓練は、

① 統合後方運用（荷役訓練）

須崎港

② 統合電磁波作戦訓練

高知駐屯地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
高知県における訓練について



高知県内で実施を検討している訓練内容
①統合後方運用（荷役訓練）

高速無人標的機の陸上輸送

訓練イメージ

油槽船による燃料の海上輸送

高速無人標的機（ＣＨＵＫＡＲⅢ）

訓練支援艦への搭載

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）（前後に準備期間及び撤収期間を設定）
※ 上記日程のうち、２日間を予定。

【参加部隊】 海上自衛隊：標的機整備隊、訓練支援艦「てんりゅう」、油槽船０２号
※その他、陸上自衛隊（クレーン車×１両）、海上自衛隊（輸送用車両×１両）の車両を使用予定

訓練予定場所

須崎港

標的機整備隊
（江田島市）

呉基地（呉市）

【凡例】茶線：陸路（標的）
青線：海路（燃料）

須崎港に係留している海上自衛隊の訓練支援艦に対し、高速無人標的機及び燃料を搭載する

訓練を実施します。高速無人標的機は標的機整備隊（江田島市）から海上自衛隊車両により陸上

輸送、燃料は呉基地（呉市）から油槽船（ＹＯＴ）により海上輸送します。



高知県内で実施を検討している訓練内容
②統合電磁波作戦訓練

訓練予定場所

陸上自衛隊 NEWS※

※ NEWS：Network Electric warfare System（ネットワーク電子戦システム）
電波の収集等を実施

展開する主要装備品（高知県）

（機動展開）

陸上自衛隊
高知駐屯地

四国沖

統合電磁波作戦訓練は、四国沖で実施される共同統合対艦攻撃訓練に連携して行います。

本訓練のため、陸上自衛隊の電子戦部隊が陸上自衛隊高知駐屯地に展開し、電波状況の確認

等を実施します（早朝・夜間や土日は除く。） 。

なお、本訓練では実際に電波を発射しますが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等に影響

しない周波数を使用します。

【期 間】 令和７年１０月２４日（金）～１０月３１日（金）

【参加部隊】 陸上自衛隊陸上総隊：約２０名（車両（NEWSを含む。）×４両）



本演習において福岡県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地警備訓練）

春日基地、築城基地、太刀洗通信所、背振山分屯基地

② 航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練、滑走路被害復旧訓練）

築城基地、春日基地、芦屋基地

③ 統合通信訓練

福岡駐屯地、高良台演習場、藤山射撃場、大坂山

④ 統合後方運用（物資輸送訓練、医療訓練）

福岡空港、自衛隊福岡病院

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
福岡県における訓練について



福岡県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地警備訓練）

【期 間】 令和７年１０月１８日（土）～１０月２８日（火） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を含む

※夜間訓練、空包使用を含みます。

【参加部隊】 陸上自衛隊（第４師団 第４０普通科連隊、第１６普通科連連隊）

航空自衛隊（西部防空管制群、第８航空団、第４３警戒隊）、情報本部

人数等

基地 展開する部隊

春日基地
第４０普通科連隊等

約５０名

築城基地
第４０普通科連隊等

約５０名

太刀洗通信所
第１６普通科連隊等

約５０名

背振山分屯基地
第４０普通科連隊等

約５０名

春日基地

築城基地

太刀洗通信所

訓練予定場所

【凡例】

：訓練場所（自衛隊のみ）

訓練イメージ

警備訓練

防護施設構築訓練

小型無人航空機の飛行訓練

陸上自衛隊及び航空自衛隊の部隊が自衛隊基地に展開し、各部隊による協同基地警備訓

練、防護施設の構築訓練、小型無人航空機の飛行訓練を実施します。

なお、実弾は使用せず、小型無人航空機は住宅密集地上空を飛行しません。

背振山分屯基地



福岡県内で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

※夜間飛行を実施予定（調整中）

【参加部隊】 陸上自衛隊：高射特科部隊 海上自衛隊：イージス艦等 航空自衛隊：航空部隊、高射部隊、警戒管制部隊

米軍：米海軍等

※訓練期間前後及び期間中、人員・装備品の輸送のため、輸送機（C-130又はC-2）の運航を計画する可能性があります。

福江島分屯基地

四国沖

訓練予定場所

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

イージス艦等×５艇

九州西方海域、四国j沖

空自：高射部隊
陸自：高射特科部隊

新田原基地

F-15×12（基準）

F-15×12（基準）
(小松基地及び
那覇基地展開機)

築城基地

F-35A×8（基準）
(三沢基地展開機)

陸上自衛隊の高射特科部隊、海上自衛隊のイージス艦、航空自衛隊の航空部隊等及び米軍が四国沖及び九州西方
空域で実施される統合防空ミサイル防衛訓練及び統合対艦攻撃訓練に参加し、対処・連携要領を演練します。

訓練期間中、小松基地、那覇基地及び三沢基地から築城基地に航空自衛隊戦闘機が展開し、訓練に参加します。

F-2×4（基準）
（築城基地所属機）



福岡県内で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練）

訓練イメージ

陸上自衛隊及び航空自衛隊が九州西方空域で実施する統合防空ミサイル防衛訓練に参加し、

戦闘機などに対する対処要領について演練します。その際、春日基地に一部の部隊を展開させ、

情報共有訓練を実施いたします。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

【参加部隊】陸上自衛隊：第２高射特科団

航空自衛隊：西部方面航空警戒管制団

【春日基地】対空戦闘指揮統制システム一式 車両：１０両 人員：３０名

訓練予定場所

春日基地

対空戦闘指揮統制システム（ADCCS）の展開・五島列島展開部隊との情報共有



陸・海・空自衛隊の部隊が芦屋基地に展開し、滑走路被害復旧訓練を実施します。

なお、爆破薬を使用した訓練は実施しません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月２４日（金） ※夜間訓練は実施しません。

【参加部隊】陸上自衛隊：第４施設団約３０名、第４施設大隊約３０名

海上自衛隊：岩国航空基地隊約５名、鹿屋航空基地隊約１０名、機動施設隊約５名

航空自衛隊：西部航空施設隊約６０名

【使用器材】車両、建設器材等×計約３０両

福岡県で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（滑走路被害復旧訓練）

芦屋基地

訓練予定場所

【凡例】

：訓練場所

訓練イメージ



福岡県内で実施を検討している訓練内容
③統合通信訓練

訓練イメージ

【期 間】 令和７年１０月１８日（土）～１０月２８日（火） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を含む

※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】 陸上自衛隊（第４師団、第４通信大隊 車両１０両 人員約４０名）

人数等

基地 展開する部隊

福岡駐屯地
第４通信大隊
約１０名

高良台演習場
第４通信大隊
約１０名

藤山射撃場
第４通信大隊
約１０名

大坂山
第４通信大隊
約１０名

訓練予定場所

福岡駐屯地

大坂山

高良台演習場

藤山射撃場
通信装置（中継装置）等の
展開及び無線の送信

陸上自衛隊の通信部隊が展開し、各部隊による通信訓練（無線・中継）を実施します。通信訓練

においては電波を発射しますが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等に影響しない周波数を

使用します。



福岡県内で実施を検討している訓練内容
④統合後方運用（医療訓練）

訓練イメージ

【期 間】令和７年１０月３０日（木）～１０月３１日（金）
【参加部隊】共同の部隊：統合作戦司令部

陸上自衛隊：陸上総隊、自衛隊福岡病院
航空自衛隊：航空支援集団、Ｃ－２×１機 人員約２０名

訓練予定場所

患者搬送（救急車） 患者搬送（航空機）

・より高度な治療が必要な傷病者を本州または九州へ搬送

する訓練を実施します。

那覇基地内に開設した医療施設から、本州または九州の自衛隊等の医療機関への傷病者

の搬送訓練を実施します。福岡県では、負傷者をＣ－２により福岡空港へ後送し、自衛隊福

岡病院への受入に関する訓練を実施いたします。



本演習において佐賀県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地警備訓練）

背振山分屯基地

② 水陸両用作戦（飛行訓練）

佐賀駐屯地

③ 統合通信訓練

八幡岳

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
佐賀県における訓練について



佐賀県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地警備訓練）

【期 間】 令和７年１０月１８日（土）～１０月２８日（火） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を含む

※夜間訓練、空砲使用を含みます。

【参加部隊】 陸上自衛隊（第４師団 第４０普通科連隊）、

航空自衛隊（西部防空管制群、第８航空団、第４３警戒隊）、情報本部

人数等

基地 展開する部隊

背振山分屯基地
第４０普通科連隊等

約５０名

背振山分屯基地

訓練予定場所

【凡例】

：訓練場所（自衛隊のみ）

訓練イメージ

小型無人航空機の飛行訓練警備訓練 防護施設構築訓練

陸上自衛隊及び航空自衛隊の部隊が背振山分屯基地に展開し、各部隊による基地警備訓練、

防護施設の構築訓練、小型無人航空機の飛行訓練を実施します。

なお、実弾は使用せず、小型無人航空機は人口密集地の上空を飛行しません。



佐賀県内で実施を検討している訓練内容
②水陸両用作戦（飛行訓練）

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

【参加部隊】 陸上自衛隊：水陸機動団、第１ヘリ団（V-22×4機）※機数は増減する可能性はあります。

【参加人員】 陸上自衛隊：水陸機動団約１００名

※昼間及び夜間訓練を実施します。

陸自：V-22（オスプレイ）

訓練イメージ訓練予定場所

佐賀駐屯地相浦駐屯地

上五島空港

福江空港

:V-22(ｵｽﾌﾟﾚｲ)

凡 例

陸上自衛隊オスプレイが佐賀駐屯地から相浦駐屯地、上五島空港などへ飛行し、水陸機動団の

隊員を輸送する訓練を実施します。佐賀県では、佐賀駐屯地での離着陸を実施します。



佐賀県内で実施を検討している訓練内容
③統合通信訓練

訓練イメージ

【期 間】 令和７年１０月２２日（水）～１０月２５日（土） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を含む

※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】 自衛隊：陸上自衛隊（第４師団 第４通信大隊） 車両３両 人員６名

人数等

基地 展開する陸自部隊

八幡岳
第４通信大隊
約６名

訓練予定場所

通信装置（中継装置）等の
展開及び無線の送信

八幡岳

陸上自衛隊の通信部隊が展開し、各部隊による通信訓練（無線・中継）を実施します。通信訓練

においては電波を発射しますが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等に影響しない周波数を

使用します。



令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
長崎県における訓練について

本演習において長崎県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地警備訓練）

佐世保米海軍基地、佐世保基地、大村航空基地、福江島分屯基地、上対馬警備所、下対馬警

備所、海栗島分屯基地

② 水陸両用作戦（洋上搭載訓練、空中機動訓練）

前浜海岸、相浦駐屯地、上五島空港、福江空港

③ 航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦戦闘訓練、基地防空部隊等の機動展開訓練）

福江分屯基地、海栗島分屯基地、福江島（福江島分屯基地、高崎鼻、長崎鼻灯台、旧飛行場）

④ 統合後方運用（機動（輸送）訓練、物資輸送訓練）

福江空港

⑤ 統合電磁波作戦訓練

相浦駐屯地、烏帽子岳

⑥ 統合通信訓練

漁火公園、岳の辻園地、五家原岳、虚空蔵山、烏帽子岳

相浦駐屯地、対馬駐屯地、福江島分屯基地、権現山、旧火葬場、虚空蔵山、高慰斗岳

を予定しています。訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。



長崎県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地警備訓練）

訓練予定場所 訓練イメージ

【期 間】 令和７年１０月１８日（土）～１０月２８日（火） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を含む

※夜間訓練、空砲使用を含みます。

【参加部隊】 陸上自衛隊（第４師団 第１６普通科連隊、第４０普通科連隊）

海上自衛隊（佐世保地方隊、対馬防備隊、第２２航空群）

航空自衛隊 （第１５警戒隊、第１９警戒隊）

福江島分屯基地

大村航空基地

佐世保海軍基地
（メインベース、針尾弾薬庫、前畑弾薬庫、

赤崎・庵崎・横瀬貯油所）

海栗島分屯基地

人数等

基地 展開する部隊

佐世保海軍基地
（メインベース）（針尾弾薬庫）
（前畑弾薬庫）（赤崎・庵崎・

横瀬貯油所）

第１６普通科連隊等
約５０名

佐世保基地
（平瀬地区）
（崎辺地区）

第１６普通科連隊等
約５０名

大村航空基地
第１６普通科連隊等

約５０名

福江島分屯基地
対馬警備隊等

約５０名

上対馬警備所
下対馬警備所

第４０普通科連隊等
約５０名

海栗島分屯基地
第４０普通科連隊等

約５０名

佐世保基地
（崎辺、平瀬地区）

上対馬警備所

【凡例】

：訓練場所（自衛隊のみ）

：訓練場所（米軍基地）

下対馬警備所

警備訓練

防護施設構築訓練

小型無人航空機の飛行訓練

陸上自衛隊、海上自衛隊及び航空自衛隊の部隊が米軍基地及び自衛隊基地に展開し、各部隊

による基地警備訓練、防護施設の構築訓練、小型無人航空機の飛行訓練を実施します。なお、実

弾は使用せず、小型無人航空機は人口密集地の上空を飛行しません。



長崎県内で実施を検討している訓練内容
②水陸両用作戦（洋上搭載訓練）

【期 間】令和７年１０月１８日（土）～１０月１９日（日）
【参加部隊】陸上自衛隊：水陸機動団ゴムボート（CRRC）×２０艇、水陸両用車（AAV）×８両

海上自衛隊：掃海隊群、護衛艦（ヘリコプター搭載護衛艦（DDH）、汎用護衛艦（DD））×３隻、
輸送艦（LST）×２隻 ※沖合で訓練をします。

【参加人員】陸上自衛隊：水陸機動団約５０名
※昼間及び夜間訓練を実施します。

訓練予定場所
前浜海岸

海自艦艇行動海域
陸岸から５～２０Km

陸自：ゴムボート（CRRC） 陸自：水陸両用車（AAV）

海自：輸送艦（おおすみ／くにさき） 海自：護衛艦（いせ）

訓練イメージ

奄美大島周辺で実施する水陸両用作戦（着上陸訓練）の準備のため、海上自衛隊輸送艦への洋

上搭載訓練を南島原市加津佐町の前浜海岸及び周辺海域で実施します。



長崎県内で実施を検討している訓練内容
②水陸両用作戦（空中機動訓練）

陸上自衛隊オスプレイが相浦駐屯地から上五島空港又は福江空港に水陸機動団の隊員を

輸送する訓練を実施します。長崎県では、相浦駐屯地、上五島空港又は福江空港での離着陸

を実施します。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
【参加部隊】陸上自衛隊：水陸機動団、第１ヘリ団（V-22×4機）※機数は増減する可能性はあります。
【参加人員】陸上自衛隊：水陸機動団約１００名

※昼間及び夜間訓練を実施します。

訓練イメージ訓練予定場所

佐賀駐屯地相浦駐屯地

上五島空港

福江空港

:V-22(ｵｽﾌﾟﾚｲ)

凡 例

陸自：V-22（オスプレイ）



長崎県内で実施を検討している訓練内容
③航空作戦（基地防空部隊の機動展開訓練）

訓練予定場所

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

海栗島分屯基地

航空自衛隊の高射部隊が、総合防空ミサイル防衛に係る航空自衛隊の任務遂行能力の向上の

ため、海栗島分屯基地において機動展開訓練を実施します。なお、実弾の使用はありません。

訓練イメージ

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）のうち、８日間程度（準備・撤収期間を含む）

【参加部隊】航空自衛隊中部航空方面隊第６航空団（人員約３０名、車両約１５台） （いずれも調整中）



長崎県内で実施を検討している訓練内容
③航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練）

協同警備訓練

訓練の一例（イメージ）

機動展開訓練訓練予定場所

福江島分屯基地

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

陸上自衛隊及び航空自衛隊の高射部隊が福江島分屯基地へ機動展開し、器材の協同警備訓練

を含む協同防空戦闘訓練を実施します。なお、実弾の使用はありません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月２４日（金）（準備・撤収期間を除く。）

【参加部隊】航空自衛隊（北高群）（人員約３０名、車両約１２台）、陸上自衛隊（教導隊、３高群、８高群）（調整中）



長崎県内（福江島）で実施を検討している訓練内容
③航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練）

訓練イメージ

航空自衛隊が九州西方周辺空域で実施する統合防空ミサイル防衛訓練に参加し、戦闘機

などに対する対処要領について演練します。その際、島嶼防衛を想定し、福江島に陸上自衛

隊の中ＳＡＭ（中距離地対空誘導弾）部隊及び航空自衛隊高射部隊（ペトリオット部隊）を

展開させた対空戦闘訓練を計画しています。

【期 間】令和７年１０月２１日（火）～１０月２４日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
【参加部隊】陸上自衛隊：高射特科部隊

航空自衛隊：航空部隊、高射部隊
【参加人員】人員約５０名、中ＳＡＭ×２（最大）、Ｐ２５、車両器材

陸自：中ＳＡＭ陸自：中ＳＡＭ

機動展開

対空戦闘訓練

長崎鼻灯台

高崎鼻

旧飛行場

福江島分屯基地 訓練予定場所

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

統合防空ミサイル防衛訓練

空自：PAC-3

対空戦闘訓練

F-15戦闘機等 C-130H又はC-2輸送機



長崎県内で実施を検討している訓練内容
④統合後方運用（機動（輸送）訓練）

【期 間】令和７年１０月２４日（金）（予備日：１０月２５日（土））
【参加部隊】航空自衛隊：航空支援集団
【参加人員】確認中
【使用装備品】航空自衛隊：Ｃ－２輸送機（調整中）
【実施地域】福江空港

訓練イメージ

・

訓練予定場所

入間基地

福江空港

・ 航空自衛隊入間基地から離陸し、福江空港まで機動します。
・ Ｃ－２輸送機は福江空港に着陸後、他の訓練には参加する
ことなく入間基地に帰隊します。

・ Ｆ－１５戦闘機と随行し飛行しますが、Ｆ－１５戦闘機は福江
空港に着陸することなく、上空で離脱します。

航空自衛隊の輸送機により入間基地から福江空港までの機動（輸送）訓練を実施します。



長崎県内で実施を検討している訓練内容
④統合後方運用（物資輸送訓練）

【期 間】令和７年１０月２２日（水）（予備日：１０月２３日（木））
【参加部隊】陸上自衛隊：第２高射特科団 航空自衛隊：航空支援集団
【参加人員】約２０名
【使用装備品】陸上自衛隊：中ＳＡＭ（中距離地対空誘導弾）模擬弾 空自：Ｃ－２輸送機（調整中）
【実施地域】福江空港

訓練イメージ

・

訓練予定場所

築城基地

福江空港

・ 航空自衛隊築城基地で陸自の中ＳＡＭ弾（模擬弾）を
Ｃ－２輸送機に搭載します。
・Ｃ－２輸送機は２２日に福江空港に着陸し、当該模擬弾
を卸下します。
・卸下した模擬弾は陸自部隊が空港外に輸送します。

航空自衛隊の輸送機により築城基地から福江空港まで弾薬（模擬弾）の航空輸送訓練を実施し

ます。



長崎県内で実施を検討している訓練内容
⑤統合電磁波作戦訓練

訓練予定場所

陸上自衛隊
相浦駐屯地

陸上自衛隊 NEWS※

※ NEWS：Network Electric warfare System（ネットワーク電子戦システム）
電波の収集等を実施

展開する主要装備品

【期 間】
令和７年１０月２１日（火）～１０月２９日（水）

【参加部隊】
陸上自衛隊陸上総隊：約１５名（車両（NEWSを含む。）×３両）
陸上自衛隊相浦駐屯地：約１５名（車両（NEWSを含む。）×３両） （平素から所在）

統合電磁波作戦訓練は、九州西方で実施される統合対艦戦闘訓練に連携して行われます。

本訓練のため、陸上自衛隊の電子戦部隊が、陸上自衛隊相浦駐屯地に展開し、電波状況の確

認等を実施します。

なお、本訓練では実際に電波を発射する予定ですが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等

に影響しない周波数を使用します。



長崎県内で実施を検討している訓練内容
⑥統合通信訓練

②

④

⑤

③

訓練イメージ人数等

展開場所 展開する部隊

漁火公園
第４通信大隊

約５名

岳の辻園地
第４通信大隊

約５名

五家原岳
第４通信大隊

約５名

烏帽子岳
第４通信大隊

約５名

虚空蔵山
第４通信大隊

約５名

訓練予定場所

通信装置（中継装置）等の
展開及び無線の送信

① 漁火公園

② 岳の辻園地

③ 五家原岳

④ 烏帽子岳

⑤ 虚空蔵山

①

陸上自衛隊の通信部隊が展開し、各部隊による通信訓練（無線・中継）を実施します。通信訓練

においては電波を発射しますが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等に影響しない周波数を

使用します。

【期 間】令和７年１０月１８日（土）～１０月２８日（火） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を含む

※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】自衛隊：陸上自衛隊（第４師団 第４通信大隊） 車両１０両 人員２５名



長崎県内で実施を検討している訓練内容
⑥統合通信訓練

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月２９日（水） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

【参加部隊】 陸上自衛隊 西部方面システム通信群 約４０名（車両：２０両程度）

【実施場所】相浦駐屯地、対馬駐屯地、福江島分屯基地、旧火葬場又は権現山、岳の辻園地、虚空蔵山、高熨斗岳

訓練イメージ

旧火葬場跡
又は権現山

空自背振山分屯基地

岳の辻園地

対馬駐屯地

空自福江島分屯基地

相浦駐屯地

高熨斗岳
虚空蔵山

【重搬送装置】

統合通信訓練は、通信回線を構成する訓練です。

本訓練のため、陸上自衛隊の通信部隊が対馬、壱岐、五島列島、福江島等に展開し、通信回

線を構成いたします。

通信訓練においては電波を発射しますが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等に影響しな

い周波数を使用します。



本演習において熊本県内で実施する訓練は、

〇 陸上作戦（協同基地警備訓練）

健軍駐屯地、高遊原分屯地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
熊本県における訓練について



熊本県内で実施を検討している訓練内容
陸上作戦（協同基地警備訓練）

訓練イメージ

陸上自衛隊及び航空自衛隊の部隊が自衛隊の基地に展開し、各部隊と協同基地警備、防
護施設の構築訓練、小型無人航空機の飛行訓練、航空自衛隊が保有する装備品の防護訓練、
高遊原分屯地におけるヘリコプターの飛行訓練を実施します。

なお、実弾は使用せず、小型無人航空機は人口密集地の上空を飛行しません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）のうち、５日間程度（準備・撤収期間を含む）
※夜間訓練、空包使用を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：西部方面隊、第６師団、第２高射特科団（中距離地対空誘導弾一式）（ＵＨ－１×２機）
航空自衛隊：北部高射群（ペトリオットシステム一式）

空自装備品の防護訓練

防護施設の構築訓練
協同警備訓練

訓練予定場所

健軍駐屯地

小型無人航空機の飛行訓練

人数等

基地 展開する部隊

健軍駐屯地
２０連隊等
約１００名

高遊原分屯地
第６飛行隊
約５名

高遊原分屯地

UH-1の飛行訓練



本演習において大分県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地警備訓練、自由降下・空挺降下訓練）

大分分屯地、日出生台演習場

② 統合後方運用（物資輸送訓練、港湾荷役訓練）

大分港、別府港

③ 統合通信訓練

八面山、唐木山

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
大分県における訓練について



大分県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地警備訓練）

訓練イメージ

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月２８日（火） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】 自衛隊：陸上自衛隊（第４師団 第４０普通科連隊、第１９普通科連隊、九州補給処）

人数等

基地 展開する部隊

大分分屯地
第４０普通科連隊等

約５０名大分分屯地

小型無人航空機の飛行訓練警備訓練 防護施設構築訓練

陸上自衛隊の部隊が自衛隊基地に展開し、各部隊による基地警備訓練、防護施設の構築訓

練、小型無人航空機の飛行訓練を実施します。

なお、実弾は使用せず、小型無人航空機は人口密集地の上空を飛行しません。



大分県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（自由降下・空挺降下訓練）

訓練イメージ

空自Ｃ－２

訓練予定場所
日出生台降下場

（自由・空挺降下）
築城基地

（離発着場）
空挺降下

自由降下

日出生台演習場において、陸上自衛隊の隊員が、航空自衛隊の輸送機（Ｃ－１３０Ｈ×１機）

からの自由降下、航空自衛隊の輸送機（Ｃ－１３０Ｈ×１機、Ｃ－２×１機）からの空挺降下訓練を

行います。

なお、訓練間、武器（小銃等）を携行し、空包を使用する予定です。

【期 間】令和７年１０月２４日（金）～１０月２８日（火） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

【参加部隊】陸上自衛隊：第１空挺団（約３００名）

航空自衛隊：第１輸送航空隊（Ｃ－１３０Ｈ×１機）・第２・３輸送空輸隊（Ｃ－２×２機）

空自Ｃ－１３０



【期 間】令和７年１０月２０日（月）

【参加部隊】陸上自衛隊：西部方面輸送隊

【使用装備品】陸上自衛隊：民間コンテナトレーラ（弾薬・実弾）

その他：ＰＦＩ船舶（ナッチャン）

【実施地域】大分港（他北海道、愛知県、鹿児島県・沖縄県の港湾を使用予定）

訓練イメージ

・

【PFI船舶：ナッチャン】
・１０月１７日（金）、苫小牧港において陸上自衛隊が取得したコンテナ
トレーラーを積載します。
・１０月２０日（月）、大分港において西部方面輸送隊により車両を卸
下します。
・卸下後、大分分屯地まで陸送します。

大分県内で実施を検討している訓練内容
②統合後方運用（物資輸送訓練）

中城湾港

蒲郡港

平良港

鹿児島港

苫小牧港より訓練予定場所

伊延港

大分港

北海道苫小牧港から大分県大分港（大分分屯地）までＰＦＩ船舶（ナッチャン）を使用

した民間のコンテナトレーラによる弾薬輸送訓練を実施します。

民間トレーラ（操縦は西部方面輸送隊）

ＰＦＩ船舶：ナッチャン
World

凡例

：ナッチャンWorld往路
：ナッチャンWorld復路



大分港

仙台港

名瀬港

大分県内で実施を検討している訓練内容
②統合後方運用（物資輸送訓練）

訓練イメージ

・

民間船舶で装備品及び弾薬（実弾）を輸送する訓練を実施します。大分県では、大分港にお

いて、輸送訓練を実施します。

【期 間】令和６年１０月２０日（月）～１０月２９日（水） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

【参加部隊】陸上自衛隊：第５、第８地対艦ミサイル連隊

その他 ：契約船舶等

【使用装備品】 陸上自衛隊：１２式地対艦誘導弾

【実施地域】宮城県、大分県、鹿児島県

陸自：１２式地対艦誘導弾

・仙台港において民間船舶（壱岐対馬フェリー）に部隊（第４地対艦ミサイ
ル連隊）及び装備品（８８式地対艦誘導弾）を搭載します。
・大分港において同様に部隊（第５、第８地対艦ミサイル連隊及び装備品
（１２式地対艦誘導弾）を搭載します。
・これらの部隊、装備品は奄美大島（名瀬港）において卸下します。その後、
陸自瀬戸内分屯地まで機動し展開訓練を実施します。
・訓練終了後、往路の逆順で各駐屯地に帰隊します。

壱岐対馬フェリー：みかさ

訓練予定場所

壱岐対馬フェリー：みかさ



コンテナの船舶への積載 大型クレーンを使用した荷役

コンテナの車両への積載 ＦＨ－７０の積載訓練

大分県内で実施を検討している訓練内容
②統合後方運用（港湾荷役訓練）

訓練イメージ

大分港及び別府港において、海上輸送群の船舶を活用した装備品、補給品コンテナの積載・

卸下に係る荷役訓練を実施します。なお、「港湾区域」外では訓練は実施しません。

【期 間】令和７年１０月１９日（日）～１０月２５日（土）（調整中）

※前後約１週間程度の準備・撤収期間を含む

【参加部隊】海上輸送群（人数・車両数等調整中）

陸上自衛隊：中央輸送隊、中部方面隊、九州補給処、西部方面後方支援隊等（人数・車両数調整中）

大分港

別府港

大分港

訓練予定場所
別府港



大分県内で実施を検討している訓練内容
③統合通信訓練

訓練イメージ人数等

基地 展開する部隊

八面山
第４通信大隊
約１０名

唐木山
第４通信大隊
約１０名

訓練予定場所

通信装置（中継装置）等の
展開及び無線の送信

唐木山

八面山

陸上自衛隊の通信部隊が展開し、各部隊による通信訓練（無線・中継）を実施します。通信訓練

においては電波を発射しますが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等に影響しない周波数を

使用します。

【期 間】 令和７年１０月１８日（土）～１０月２８日（火） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を含む

※夜間訓練を含みます。

【参加部隊】 自衛隊：陸上自衛隊（第４師団 第４通信大隊） 車両約６両 人員約２０名



本演習において宮崎県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地警備訓練）

えびの送信所

② 航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

新田原基地

③ 統合電磁波作戦訓練

高畑山分屯基地

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
宮崎県における訓練について



宮崎県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地警備訓練）

【期 間】令和７年１０月２２日（水）～１０月２７日（月）

【参加部隊】陸上自衛隊（西部方面隊）:人員約１００名、車両４０両

海上自衛隊（システム通信隊群）：人員約２０名

訓練イメージ

えびの送信所

【凡 例】
：訓練場所（自衛隊のみ）

人数等訓練予定場所

基地 展開する部隊

えびの送信所

２４連隊等
約１００名

海自（システム通信群）
約２０名

陸上自衛隊及び海上自衛隊の部隊が自衛隊基地に展開し、協同基地警備訓練を実施します。

夜間訓練を実施しますが、空砲及び実弾は使用しません。



宮崎県内で実施を検討している訓練内容
②航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

※夜間飛行を実施予定（調整中）

【参加部隊】 陸上自衛隊：高射特科部隊 海上自衛隊：イージス艦等 航空自衛隊：航空部隊、高射部隊、警戒管制部隊

米軍：米海軍等

※訓練期間前後及び期間中、人員・装備品の輸送のため、輸送機（C-130又はC-2）の運航を計画する可能性があります。

福江島分屯基地

四国沖

訓練予定場所

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

イージス艦等×５艇

九州西方海域、四国j沖

空自：高射部隊
陸自：高射特科部隊

F-15×12（基準）
(小松基地及び
那覇基地展開機)

築城基地

F-35A×8（基準）
(三沢基地展開機)

陸上自衛隊の高射特科部隊、海上自衛隊のイージス艦、航空自衛隊の航空部隊等及び米軍が四国沖及び九州西方
空域で実施される統合防空ミサイル防衛訓練及び統合対艦攻撃訓練に参加し、対処・連携要領を演練します。

訓練期間中、小松基地、那覇基地及び三沢基地から築城基地に航空自衛隊戦闘機が展開し、訓練に参加します。

新田原基地

F-15×12（基準）
新田原基地所属機
のみの飛行であり、
外来機は飛来しない

（夜間及び土日の飛行を計画）

F-2×4（基準）
（築城基地所属機）



宮崎県内で実施を検討している訓練内容
③統合電磁波作戦訓練

【期 間】
令和７年１０月２４日（金）～１０月３１日（金） ※前後約１週間の準備・撤収期間を設定

【参加部隊】
陸上自衛隊陸上総隊 ：約１０名（車両（NEWSを含む。）×２両）
航空自衛隊高畑山分屯基地：約１０名（車両（NEWSを含む。）×２両）

訓練予定場所

陸上自衛隊 NEWS※

※ NEWS：Network Electric warfare System（ネットワーク電子戦システム）
電波の収集及び相手の指揮通信の無効化（低下）等を実施

展開する主要装備品（宮崎県）

航空自衛隊
高畑山分屯基地

（機動展開）

統合電磁波作戦訓練は、四国沖で実施される共同統合対艦戦闘訓練に連携して行われます。

本訓練のため、陸上自衛隊の電子戦部隊が航空自衛隊高畑山分屯基地に展開し、電波状況

の確認等を実施します。

なお、本訓練では実際に電波を発射しますが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等に影

響しない周波数を使用します。



本演習において鹿児島県内で実施する訓練は、

① 陸上作戦（協同基地警備訓練）

下甑島分屯基地

① 陸上作戦（自由降下・空挺降下・物料降下訓練）

種子島（前之浜降投下場）

② 水陸両用作戦（着上陸訓練）

奄美大島（奄美駐屯地、瀬戸内分屯地、用安海岸、宇検村総合グラウンド、節子海岸及び漁港、海自奄美

基地分遣隊及び周辺、ヤドリ浜、安脚場海岸、管鈍漁港及び公民館、江仁屋離島）

種子島（中山港、中央運動公園、中山海岸、熊野漁港、増田浦漁港、前之浜海岸）

② 水陸両用作戦（対機雷戦訓練）

種子島（中山港、中山海岸、熊野漁港、増田浦漁港、前之浜海岸）

③ 対着上陸作戦（水際障害構成訓練）

奄美大島（大和漁港、阿木名海岸、古仁屋港）

③ 対着上陸作戦（情報収集・警戒監視訓練）

奄美大島（赤木名港、あやまる岬観光公園、嶺山公園）

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
鹿児島県における訓練について



④ 航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

鹿児島空港、奄美空港、徳之島空港

④ 航空作戦（高射部隊の機動展開訓練）

沖永良部島（沖永良部島分屯基地、大山野営場、大山グラウンド、伊延漁港、笠石海浜公園）

⑤ 機動分散運用（燃料給油、弾薬搭載等訓練）

鹿屋航空基地、鹿児島空港

⑥ 海上作戦（統合対艦戦闘訓練）

奄美大島（嶺山公園、大和村大棚、見晴らし広場、あかざき公園、梵論瀬崎公園、あやまる岬観光公園、

笠利崎灯台下、太陽が丘運動公園、旧奄美空港、奄美パーク、グラウンドゴルフ場あまみティダ

パーク、崎原漁港南西私有地、崎原桜通り空き地、名瀬運動公園）

⑦ 統合後方運用（装備品輸送訓練）

奄美大島（名瀬港）

⑦ 統合後方運用（物資輸送訓練）

鹿児島港、沖永良部島（伊延港）

⑦ 統合後方運用（医療訓練）

奄美大島（太陽が丘総合運動公園、空自奄美大島分屯基地、奄美駐屯地、笠利﨑灯台西側）

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
鹿児島県における訓練について



⑧ 統合電磁波作戦訓練

奄美大島（奄美大島分屯基地、奄美駐屯地、笠利崎灯台）

⑨ 統合通信訓練

種子島（種子島中央運動公園）

奄美大島（奄美駐屯地、奄美大島分屯基地、奄美基地分遣隊、瀬戸内分屯地）

を予定しています。

訓練内容は調整中であり、今後調整により変更の可能性があります。

令和７年度自衛隊統合演習（実動演習）の
鹿児島県における訓練について



鹿児島県内で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（協同基地警備訓練）

基地 展開する部隊

下甑島分屯基地
第４４連隊等

約２０名

陸上自衛隊及び海上自衛隊の部隊が自衛隊基地に展開し、各部隊と協同基地警備、防護施

設の構築訓練、航空自衛隊装備の防護訓練、下甑島分屯基地におけるヘリコプターの飛行訓練

を実施します。 なお、実弾は使用せず、小型無人航空機は住宅密集地上空を飛行しません。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）のうち、５日間程度（準備・撤収期間を含む）

※夜間訓練、空包使用を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：東北方面隊第６師団（ＵＨ－１×２機）

海上自衛隊：鹿屋基地警備隊、鹿屋システム通信分遣隊

航空自衛隊：第９警戒隊

訓練予定場所

下甑島分屯基地

人数等

訓練イメージ

空自装備の防護訓練防護施設の構築訓練協同警備訓練

小型無人航空機の飛行訓練 UH-1の飛行訓練



鹿児島県内（種子島）で実施を検討している訓練内容
①陸上作戦（自由降下・空挺降下・物料投下訓練）

訓練イメージ

陸上自衛隊の回転翼機（ＣＨ－４７【Ｐ】）からの自由降下訓練（昼間又は夜間）及び物料投下訓

練、航空自衛隊の輸送機（Ｃ－１３０Ｈ×１【Ｐ】及びＣ－２×２【Ｐ】）からの自由降下訓練、空挺降下

訓練（昼間又は夜間）及び物料投下訓練を種子島（前之浜地域）で行います。

なお、訓練間、武器（小銃等）は携行しますが、空包等は使用しない予定です。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月２３日（木）：自由降下・物料投下訓練

令和７年１０月２４日（金）～１０月２７日（月）：自由降下及び空挺降下訓練（予備日を含む。）

※前後約１週間程度の準備・撤収期間を予定

【参加部隊】陸上自衛隊：第１空挺団（約１５０名）、第１ヘリコプター団（ＣＨ－４７×１）

航空自衛隊：第１輸送航空隊（Ｃ－１３０Ｈ×１）・第２・３輸送空輸隊（Ｃ－２×２）

空自Ｃ－２からの空挺降下

陸自ＣＨ－４７からの自由降下 物料投下

訓練予定場所

前之浜降投下場
自由降下・空挺降下

物料投下・ヘリ離発着場



鹿児島県内（奄美大島）で実施を検討している訓練内容
②水陸両用作戦（着上陸訓練）

訓練イメージ

【期 間】令和７年１０月２２日（水）～１０月２５日（土） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
【参加部隊】陸上自衛隊：水陸機動団ゴムボート（CRRC）×２０艇、水陸両用車（AAV）×７両、小型ショベル

西部方面隊回転翼機（AH-64D）×２機
第１ヘリ団回転翼機（CH-47）×４機

海上自衛隊：掃海隊群護衛艦（ヘリコプター搭載護衛艦（DDH）、汎用護衛艦（DD））×３隻、
輸送艦（LST）×２隻、エアクッション艇×４隻 ※沖合で訓練をします。

航空自衛隊：航空総隊航空機×２機、E-2(C)D×１機
【参加人員】陸上自衛隊：水陸機動団約２５０名

※昼間及び夜間訓練を実施します。

艦艇による海上機動及び航空機による空中機動と連携した着上陸訓練を奄美大島沿岸部で

実施します。

陸自：ゴムボート（CRRC）
陸自：水陸両用車

（AAV）

海自：ｴｱｸｯｼｮﾝ艇（LCAC） 陸自:回転翼機(CH-47)海自：護衛艦（ひゅうが）

陸自:回転翼機(AH-64)

訓練予定場所

海自艦艇行動海域
陸岸から５～４０Km

りゅうゆう館
（宿泊）

海自艦艇行動海域
陸岸から５～４０Km

奄美駐屯地
（ヘリ離着陸）

瀬戸内分屯地
（ヘリ離着陸）

用安海岸
※要調整



鹿児島県内（奄美大島）で実施を検討している訓練内容
②水陸両用作戦（着上陸訓練）

訓練イメージ訓練予定場所

【期 間】令和７年１０月１５（水）～１０月１９日（日）：機動展開、訓練準備
令和７年１０月２０日（月）～１０月２６日（日）：潜水訓練、ボート訓練、登坂訓練
令和７年１０月２７日（月）～１０月３１日（金）：上陸訓練、登坂訓練、偵察訓練

【参加部隊】陸上自衛隊：陸上総隊 （約６０名程度、車両１０両程度、ゴムボート５艇程度、ＵＨ－６０ＪＡ３機程度
海上自衛隊：自艦隊 （ボート２艇程度、護衛艦１隻）
※夜間訓練を実施します。

奄美大島

江仁屋離島

瀬戸内分屯地
（偵察訓練、ヘリ離着陸）

奄美駐屯地
（ヘリ離着陸）

海自奄美基地分遣隊及び周辺
（ボート係留）

江仁屋離島
（上陸訓練、偵察訓練）

ボート、水泳による上陸

登坂訓練、偵察訓練
離脱

ヤドリ浜
（上陸訓練、登坂準備）

管鈍漁港及び公民館
（ボート係留、宿泊）

安脚場海岸
（潜水準備、上陸訓練）

節子海岸及び漁港
（ボート係留、潜水準備）

ＵＨ－６０ＪＡ

瀬戸内分屯地

潜水地点

上陸訓練

偵察訓練

上陸訓練

上陸訓練

登坂訓練

陸上自衛隊及び海上自衛隊の部隊が、海上自衛隊の護衛艦からボート、水泳による上陸訓練

を実施し、島内において登坂訓練、偵察訓練等を実施後、ＵＨ－６０ＪＡにより、自衛隊施設へ帰隊

します。

なお、偵察訓練では武器（小銃等）を携行し、空包等を使用する予定です。



鹿児島県内（種子島）で実施を検討している訓練内容
②水陸両用作戦（着上陸訓練）

訓練イメージ

【期 間】令和７年１０月２６日（日）～１０月２９日（水） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
【参加部隊】陸上自衛隊：水陸機動団ゴムボート（CRRC）×２０艇、水陸両用車（AAV）×８両、小型ショベル

西部方面隊回転翼機（AH-64D）×２機
第１ヘリ団（CH-47）×４機

海上自衛隊：掃海隊群、護衛艦（ヘリコプター搭載護衛艦（DDH）、汎用護衛艦（DD））×３隻、
輸送艦（LST）×２隻、エアクッション艇×４隻 ※沖合で訓練をします。

航空自衛隊：航空総隊航空機×２機、E-2(C)D×１機
【参加人員】陸上自衛隊：水陸機動団約２５０名

※昼間及び夜間訓練を実施します。

艦艇による海上機動及び航空機による空中機動と連携した着上陸訓練を中種子町の沿岸部

で実施します。

陸自：ゴムボート（CRRC）
陸自：水陸両用車

（AAV）

海自：ｴｱｸｯｼｮﾝ艇（LCAC） 陸自:回転翼機(CH-47)海自：護衛艦（ひゅうが）

陸自:回転翼機(AH-64)

訓練予定場所

海自艦艇行動海域
陸岸から５～２０Km

沿岸部での訓練機雷の
投下、揚収訓練場所
（潜水訓練）

中山海岸
（着上陸地域）

前之浜海岸※

（着上陸地域）

中央運動公園
（ヘリ離着陸）

熊野漁港

海自艦艇行動海域
陸岸から５～２０Km

※当日の海面状況によっては、使用
させていただく可能性があります。

中山港

増田浦漁港



鹿児島県内（種子島）で実施を検討している訓練内容
②水陸両用作戦（対機雷戦訓練）

訓練予定場所

種子島

中山港

対機雷戦訓練海域

前之浜海岸※

中山海岸

熊野漁港

※当日の海面状況によっては、使用
させていただく可能性があります。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月２５日（土） ※前後約２日程度の準備・撤収期間を設定
【参加部隊】海上自衛隊：掃海艦×１、水中処分員（ＥＯＤダイバー）×１チーム（４～６名）

水中無人機（ＵＵＶ）×１
陸上自衛隊：水陸機動団 １個施設中隊（１５名程度）、小型無人機（ＵＡＶ）×１
米 軍：掃海艦×１

訓練イメージ

潜水員による機雷掃討訓練 掃海艦×１

掃海艦艇による機雷掃討訓練 水中無人機（UUV）捜索訓練

重量：４６０ｋｇ 重量：２５０ｋｇ

１．７２ｍ

直径
４５ｃｍ

高さ
４３ｃｍ

直径
９８ｃｍ

訓練用機雷（ダミー）

機雷処分具

訓練用機雷（ダミー）

機雷処分具

増田浦漁港

海上自衛隊及び米海軍の掃海艦等が種子島中種子町の中山海岸沖に進出し、訓練用機雷

（ダミー）を種子島周辺海域に設置するとともに、陸上自衛隊、海上自衛隊及び米軍による共同の

水陸両用着上陸における対機雷戦の訓練を実施します。火気、爆発音を発生するものは使用しま

せん。



鹿児島県内（奄美大島）で実施を検討している訓練内容
③対着上陸作戦（水際障害構成訓練）

訓練イメージ

【期 間】令和７年１０月１４日（火）～１１月１日（土） ※夜間訓練及び前後の準備・撤収期間を含みます。

【参加部隊】陸上自衛隊：第５施設団（人員 ４５名程度、車両 １５両程度）

水際障害構成訓練

敷設車による水際地雷原構成

水際地雷（ダミー）

水中偵察訓練

ダイバーによる偵察

汀線部障害の構成

対舟艇杭等の構築

ヘッジホッグ（民生品）

陸上自衛隊のダイバーによる水中偵察及び水陸両用車（敷設車）による水際障害構成訓練を
実施します。その際、水際地雷（ダミー）の投下を計画しています。火気、爆発音を発生するものは
使用しません。

あわせて、海岸部に汀線部障害を構築します。杭及び民生品等を設置しますが、火気、爆発音
を発生するものは使用しません。

訓練期間中、隊員は島内の公園等に野営地を設置し、宿泊します。

田検漁港

大和漁港

阿木名海岸、古仁屋港

【凡例】
：訓練地域
：宿泊場所

総合運動公園

ひらとみ朝市西側広場

大湊緑地公園

訓練予定場所（調整中）

阿木名海岸に
汀線部障害を構成予定



鹿児島県内（奄美大島）で実施を検討している訓練内容
③対着上陸作戦（情報収集・警戒監視訓練）

奄美大島周辺海域において無人機航空機（スキャンイーグル（ＳＥⅡ））の飛行訓練を実施します。

なお、実弾は使用しないほか、人口密集地の上空は飛行しません。

【期 間】令和７年１０月１９日（日）～１０月３１日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
【参加部隊】陸上自衛隊：西部方面隊（西部方面情報隊、第８情報隊）
【人 員】人員：約５０名、車両：２０両
【装 備】無人航空機（ＳＥⅡ） ※夜間飛行含む

発射機による無人機航空機の発射

無人機航空機の回収

訓練イメージ

①
あやまる岬
観光公園

② 赤木名港

③ 嶺山公園

飛行イメージ

奄美大島近海奄美大島

３

２
1

離発着予定場所



鹿児島県内（奄美大島）で実施を検討している訓練内容
③対着上陸作戦（情報収集・警戒監視訓練）

訓練イメージ

赤尾木海岸一帯 各観測器材による観測

小型無人航空機の飛行

スカイレンジャー

マリンレーダ

Ｐ２３ 携帯測遠器等

奄美大島の赤尾木海岸東方側（奄美市）において、各観測器材及び小型無人航空機（スカイレ

ンジャー）を使用して洋上目標に対する情報収集訓練を実施します。なお、実弾や爆発音を発生さ

せるものは使用せず、小型無人航空機は人口密集地の上空を飛行しません。

【期 間】令和７年１０月１９日（日）～１０月３１日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
【参加部隊】陸上自衛隊：西部方面隊（第８師団：第１２普通科連隊、第４３普通科連隊、第８施設大隊、

西部方面対舟艇対戦車隊、第８偵察隊 西方隷下部隊：西部方面情報隊、西方特科連隊 第１４旅団）
【人 員】人員：約１１０名、車両：約４０両
【装 備】無人航空機（スカイレンジャー等）

観測機材（Ｐ２３、マリンレーダ等）
監視機材（Ｖ９、戦場監視カメラ）

訓練予定場所



鹿児島県内で実施を検討している訓練内容
④航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練、統合対艦攻撃訓練）

四国沖訓練空域

徳之島空港

奄美空港

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）（準備・撤収期間を含む。）

【参加部隊】 陸上自衛隊：高射特科部隊 海上自衛隊：イージス艦 航空自衛隊：航空部隊、航空警戒管制部隊、高射部隊、支援部隊等

【鹿児島空港展開計画】 人員約６０名 Ｆ—１５戦闘機×４機（最大）、車両器材等

【奄美空港展開計画】 人員約２０名 Ｆ—１５戦闘機×４機（最大）、Ｔ－４練習機×２機（最大）、車両器材等

【徳之島空港展開計画】 人員約２０名 Ｆ—１５戦闘機×４機（最大）、Ｔ－４練習機×２機（最大）、車両器材等

F-15×4機（基準）

使用航空機

訓練イメージ図

①

奄美空港及び徳之島空港に一時的に退避を実施し、燃料補給を実
施（Ｆ-15戦闘機は離着陸訓練（最大４機）のみ）。Ｔ-4練習機は着陸）。
その後 、航空自衛隊那覇基地に帰投します。

※期間中、３日間程度（１日あたり１回）の実施を計画 しています。
なお、夜間の実施は計画していません。

①航空自衛隊新田原基地等から四国沖に進出し、
訓練に参加

②四国沖での訓練後、または、各基地から鹿児島
空港に一時的に退避（最大４機））し、燃料補給
等を実施

③再度四国沖の訓練に参加、または直接航空自
衛隊の基地に帰投
※期間中、３日間程度日（１日あたり１回）の実

施を計画 しています。
なお、夜間の実施は計画していません。

②

③

鹿児島空港

奄美空港・徳之島空港

訓練予定場所

那覇基地T-4×2機（基準）

①

航空自衛隊の航空部隊等が四国沖で実施される統合防空ミサイル防衛訓練（侵攻する航空機等への対処）及び統合対
艦攻撃訓練（侵攻する艦艇等への対処）に参加し、それぞれの対処要領について演練します。その際、航空自衛隊の基地が
使用できない事態を想定し、鹿児島空港、奄美空港及び徳之島空港に一時的に退避・着陸し、燃料補給を実施します。なお、
戦闘機は奄美空港及び徳之島空港において、着陸ではなく、連続離着陸訓練を検討しています。

併せて、必要に応じ、地上支援部隊等の輸送のための輸送機の離発着を実施します。

新田原基地

鹿児島空港

築城基地

九州西方訓練空域



鹿児島県内（沖永良部島）で実施を検討している訓練内容
④航空作戦（高射部隊の機動展開訓練）

訓練予定場所

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（木）（基準） ※前後約１週間の準備・撤収期間を含む

【参加部隊】 北部航空方面隊北部高射群（人員約５０名、車両器材約２５台等）

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

大山野営場

笠石海浜公園

伊延漁港

沖永良部島分屯基地

沖永良部島への移動はフェリー及び陸路（調整中）
島内移動は陸路を計画。

大山グラウンド

射撃統制装置 発射機

射撃統制装置の展開

発射機の展開 （伊延漁港間を移動）

射撃統制装置
発射機
指揮所
宿営地

発射機の展開

（大山野営場間を移動）

航空システム通信隊
の展開（分屯基地内）

航空自衛隊の高射部隊が、統合防空ミサイル防衛に係る航空自衛隊の任務遂行能力の向上
のため、沖永良部島内において機動展開訓練を実施します。なお、実弾の使用はありません。



鹿児島県内で実施を検討している訓練内容
⑤機動分散運用（燃料給油、弾薬搭載等訓練）

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）のうち、１～２日間（準備・撤収期間を含む）

【参加部隊】海上自衛隊：航空機（Ｐ－１）

鹿児島空港

鹿屋航空基地

Ｐ－１
鹿屋基地から展開

鹿屋航空基地から弾薬等を輸送

民間空港で搭載検証

海上自衛隊の航空機が、母基地の鹿屋航空基地が使用不可能になった状況を想定し、訓練

期間中の一時的な拠点として、鹿児島空港で弾薬搭載等を実施します。



鹿児島県内（奄美大島）で実施を検討している訓練内容
⑥海上作戦（統合対艦戦闘訓練）

地対艦ミサイル部隊が海上自衛隊艦艇をレーダーにより捕捉して実施する対艦戦闘訓練を実施
します。なお、実弾、演習弾は使用しません。

【期 間】令和７年１０月１５日（水）～１１月７日（金） ※訓練前後の準備・撤収期間を含む
【参加部隊】陸上自衛隊：第２特科団、第２・５・７・８地対艦ミサイル連隊

人員 ３００名程度、車両 ７０両程度
海上自衛隊：護衛艦×１、ゴムボート×２ ※周辺海域に展開
航空自衛隊：Ｅ－２Ｃ／Ｄ ※周辺空域に展開

訓練予定場所 展開する装備品

１ 2

3 ４

５

7

8

9

10

13

陸自：地対艦誘導弾
（SSM）

陸自：捜索レーダ
（SRU）

奄美大島

① 嶺山公園

② 大和村大棚

③ 見晴らし広場

④ あかざき公園

⑤ 梵論瀬崎公園

⑥ あやまる岬観光公園

⑦ 笠利崎灯台下

⑧ 太陽が丘運動公園

⑨ 旧奄美空港

⑩ 奄美パーク

⑪
グラウンドゴルフ場あまみティダ
パーク

⑫ 崎原漁港南西300mの道路脇私有地

⑬ 崎原桜通り空き地

16

6

12

11

陸自：無線中継装置
（RRU）



鹿児島県内（奄美大島）で実施を検討している訓練内容
⑦統合後方運用（装備品輸送訓練）

民間船舶で宮城県から大分県を経由して、鹿児島県まで部隊及び装備品（弾薬（実弾）

含む）を輸送する訓練を実施します。

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）（前後に準備期間及び撤収期間を設定）
※ 上記日程のうち、部隊及び装備品を民間船舶に搭載・卸下するため、名瀬港を使用。

【参加部隊】 陸上自衛隊：第４地対艦ミサイル連隊、第５地対艦ミサイル連隊、第８地対艦ミサイル連隊
その他 ：民間船舶（壱岐対馬フェリー）

【輸送装備品等】陸自：８８式地対艦誘導弾、小型トラック（誘導車）×２
【実施地域】 仙台塩釜港、大分港、名瀬港

大分港

仙台塩釜港

名瀬港

訓練イメージ

・

・仙台塩釜港において民間船舶（壱岐対馬フェリー）に部隊（第４地対艦ミサイル
連隊）及び装備品（８８式地対艦誘導弾）を搭載します。
・大分港において同様に部隊（第５、第８地対艦ミサイル連隊）及び装備品（１２式
地対艦誘導弾）を搭載します。
・これらの部隊、装備品は奄美大島（名瀬港）において卸下します。その後、陸自
瀬戸内分屯地まで機動し展開訓練を実施します。
・展開訓練実施後、往路の逆順で各駐屯地に帰隊し、仙台塩釜港に到着する予
定です。

壱岐対馬フェリー：みかさ

訓練予定場所

陸自：８８式地対艦誘導弾壱岐対馬フェリー



ＰＦＩ船舶で北海道から鹿児島県等を経由して、沖縄県まで部隊・装備品を輸送する訓練を実施

します。なお、鹿児島港及び伊延港においても、部隊の乗下船及び装備品を搭載・卸下します。

【期 間】令和７年１０月１８日（土）～１０月３１日（金） ※前後の準備期間及び撤収期間を含む
【参加部隊】陸上自衛隊：西部方面システム通信群

航空自衛隊：高射教導群、中部高射群、第２基地防空隊
【使用装備品】ＰＡＣ３発射機（ＬＳ）、レーダー装置、燃料タンク車等

その他：ＰＦＩ船舶（はくおう及びナッチャン）
【実施地域】鹿児島港・伊延港（他北海道、愛知県・沖縄の港湾を使用予定）

訓練イメージ

・【PFI船舶：はくおう】
・１０月１８日（金）、鹿児島港において、苫小牧港から乗船した空自部隊

（第２基地防空隊）を卸下するとともに、陸自部隊（西部方面システム通信
群）を搭載し、石垣港まで輸送する訓練を実施します。

・１０月３１日（金）、鹿児島港において石垣港から帰港した陸自部隊（西部
方面システム通信群）を卸下します。

【 PFI船舶：ナッチャン】
・１０月２３日（木）、伊延港において苫小牧港から乗船した空自部隊（第９高

射隊）を卸下します。
・１０月２７日（月）、伊延港において苫小牧港に帰港するため空自部隊（第

９高射隊）を乗船させるとともに、２９日（水）、鹿児島港において同じく苫
小牧港に帰港する空自部隊（第２基地防空隊（往路ははくおうを使用）を
乗船させます。

鹿児島県内で実施を検討している訓練内容
⑦統合後方運用（物資輸送訓練）

中城湾港

蒲郡港

石垣港

平良港

鹿児島港

苫小牧港より訓練予定場所

伊延港

ＰＡＣ３発射機（ＬＳ） レーダー装置（ＲＳ） 待機車１号 燃料タンク車

大分港

ＰＦＩ船舶：ナッチャン
World

ＰＦＩ船舶：はくおう

：はくおう往路
：はくおう復路

凡例

：ナッチャンWorld往路

：ナッチャンWorld復路



鹿児島県内で実施を検討している訓練内容
⑦統合後方運用（物資輸送訓練）

弾薬の護衛艦への搭載

佐世保弾薬整備補給所

鹿児島港

【凡例】茶線：陸路（弾薬）

海自弾薬の鹿児島港までの輸送 鹿児島港

鹿児島港に係留した海上自衛隊の護衛艦に対し、佐世保弾薬整備補給所（佐世保市）から輸

送した弾薬を搭載する訓練を実施します。

【期 間】 令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）のうち、２～３日間（準備・撤収期間を含む）

【参加部隊】 海上自衛隊：佐世保弾薬整備補給所（約１０名）、自衛艦×１隻

訓練イメージ訓練予定場所



鹿児島県内（奄美大島）で実施を検討している訓練内容
⑦統合後方運用（医療訓練）

訓練イメージ

奄美大島において、傷病者の治療及び搬送並びに医療資材を航空機から投下する訓練を実施

します。

【期 間】令和７年１０月２３日（木）～１０月２９日（水）
【参加部隊】共同の部隊：統合作戦司令部

陸上自衛隊：陸上総隊、ＣＨ－４７×２機
航空自衛隊：航空支援集団、Ｃ－１３０Ｈ×１機
人員約３０名

訓練予定場所

傷病者搬送傷病者治療

医療資材投下

・奄美大島において医療訓練を行い、那覇基地へ搬送する訓練を
実施します。
・奄美大島に医療資材を航空機から投下する訓練を実施します。

※医療訓練場所：太陽
が丘総合運動公園北側
地域、空自奄美大島分
屯基地及び陸自奄美駐
屯地

資材投下場所：笠利﨑
灯台西側

奄美大島

那覇基地へ搬送



鹿児島県内（奄美大島）で実施を検討している訓練内容
⑧統合電磁波作戦訓練

【期 間】
陸上自衛隊西部方面隊
〇 奄美大島
・ 航空自衛隊奄美大島分屯基地：令和７年１０月２０日（月）～１０月２９日（水）
・ 陸上自衛隊奄美駐屯地：令和７年１０月２０日（月）～１０月２９日（金）
・ 笠利崎灯台：令和７年１０月２０日（月）～１０月２９日（水）

※前後約１週間の準備・撤収期間を設定
【参加部隊】
陸上自衛隊西部方面隊：約２５名（車両（NEWSを含む。）×５両）
〇 奄美大島
・ 航空自衛隊奄美大島分屯基地：約５名（車両（NEWSを含む。）×１両）
・ 陸上自衛隊奄美駐屯地：約１０名（車両（NEWSを含む。）×２両）
・ 笠利崎灯台：約１０名（車両（NEWSを含む。）×２両）

訓練予定場所 （鹿児島県）

奄美大島

※ NEWS：Network Electric warfare System
（ネットワーク電子戦システム）
電波の収集及び相手の指揮通信の無効
化（低下）等を実施

展開する主要装備品

航空自衛隊
奄美分屯基地

笠利崎灯台

陸上自衛隊
奄美駐屯地

陸上自衛隊 NEWS※

（機動展開）

（機動展開）

（平素から所在）

統合電磁波作戦訓練は、種子島周辺海域で実施される水陸両用作戦訓練に連携して行われ

ます。

本訓練のため、陸上自衛隊の電子戦部隊が奄美大島の航空自衛隊奄美大島分屯基地、陸上

自衛隊奄美駐屯地及び笠利崎灯台にそれぞれ展開し、電波状況の確認等を実施します。

なお、本訓練では実際に電波を発射しますが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等に影

響しない周波数を使用します。



鹿児島県内で実施を検討している訓練内容
⑨統合通信訓練

【期 間】 令和７年１０月２０日（木）～１０月２８日（火）

※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

【参加部隊】 陸上自衛隊 西部方面システム通信群 約２０名（車両：６両程度）

海上自衛隊 システム通信隊群 約１０名（車両：３両程度）

航空自衛隊 航空システム通信隊 約１０名（車両：２両程度）

【実施場所】奄美駐屯地、海自奄美基地分遣隊、奄美大島分屯基地、瀬戸内分屯地、種子島中央運動公園

（沖縄県） 【OH多重通信装置】訓練予定場所

鹿児島港

名瀬港

那覇港

健軍駐屯地

定期船

車両

奄美大島への移動
については、船舶
（名瀬港）を使用

種子島への移動につ
いては、船舶（西之
表港）を使用

訓練イメージ

西之表港

【衛星通信装置】

統合通信訓練は、通信回線を構成する訓練です。

本訓練のため、陸上自衛隊、海上自衛隊及び航空自衛隊の通信部隊が種子島及び奄美大島

に展開し、通信回線を構成いたします。通信訓練においては電波を発射しますが、住民のみなさ

まの生活、民航機の運航等に影響しない周波数を使用します。



沖縄県内で実施を検討している訓練内容
【陸上作戦（協同基地等警備訓練） 】

〇期 間：令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）
※夜間訓練、空包使用及びドローン訓練を含みます。

〇参加部隊：陸上自衛隊：陸上総隊 （中特防、対特衛） 約１２０名
西部方面隊（第１５旅団、ＣＨ×１、ＵＨ×１、第２特科団等） 約８００名
北部方面隊（第５旅団） 約６０名

航空自衛隊：南西航空方面隊（第９航空団、南西航空警戒管制団、南西高射群） 約８０名

訓練イメージ

協同基地警備訓練

小型ドローンの飛行

陸上自衛隊の部隊が各自衛隊基地、訓練場等に展開し、航空自衛隊との協同基地等警備
訓練を実施します。生地には無線通信中継のみのために展開し、基地の内外を問わず実弾
を使用した訓練はありません。

各基地、分屯基地、駐屯地毎、陸上自衛隊と航空自衛隊と

の協同による基地警備訓練を行います。

訓練予定場所



沖縄県内（沖縄本島）で実施を検討している訓練内容
【陸上作戦（重要施設等防護（ＣＢＲＮ等対処）） 】

訓練イメージ

ＣＢＲＮ等事案が発生した場合を想定し、自衛隊基地・駐屯地内のＣＢＲＮ対処（調
整所の運営、汚染地域・装備品の検知・除染、衛生救護等）に係る訓練を行います。

なお、訓練間、武器は携行しますが、実弾・空包等は使用しない予定です。

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金） ※ 前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
【参加部隊】陸上自衛隊：陸上総隊（中央特殊武器防護隊（５０名）、対特殊武器衛生隊（４０名））

西部方面隊（第１５旅団隷下部隊、第２特科団隷下部隊）
航空自衛隊：南西航空方面隊（南西高射群）

訓練予定場所

汚染地域の偵察

調整所の運営

負傷者の除染

勝連分屯地

沖縄訓練場

八重瀬分屯地南与座分屯地

恩納分屯基地

白川分屯地



沖縄県内で実施を検討している訓練内容
【航空作戦（戦闘機部隊の機動展開訓練） 】

訓練イメージ

【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

【参加部隊】航空自衛隊：南西航空方面隊、第９航空団

【参加人員】人員約６０名

【使用装備品】F-１５戦闘機×６機（最大）

【訓練場所】嘉手納飛行場

※ 訓練期間前後及び期間中、航空機整備のための器材輸送のため、所要の車両や整備器材の嘉手納飛行

場までの運航を計画する可能性があります。

※ 訓練内容詳細については、調整中であり変更の可能性があります。

沖縄西方沖
（訓練空域）

那覇基地

嘉手納飛行場

F-15

那覇基地
展開予定地

嘉手納飛行場全体図

航空自衛隊の戦闘機部隊等が、航空自衛隊の基地が使用できない事態を想定し、戦闘機が
嘉手納飛行場に、一時的に展開する訓練を計画しています。また、嘉手納飛行場から離陸
し、空域で訓練を行い、那覇基地への着陸を計画しています。

なお、嘉手納飛行場での訓練後は奄美・徳之島に移動して機動展開訓練を行います。

①航空自衛隊那覇基地から訓練空域に進出し、訓練実施
②沖縄本島沖での訓練後、嘉手納飛行場に一時的に退避（戦闘
機は離着陸訓練（最大６機））を想定した訓練を実施
③以降、嘉手納飛行場から離陸し、訓練を実施
④最終日は嘉手納飛行場を離陸後、訓練を実施し、那覇基地へ
帰投
※期間中、１日１回～４回の訓練を計画 しています。
なお、夜間訓練は計画致しません。



沖縄県内で実施を検討している訓練内容
【航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練） 】

空自高射部隊が那覇基地へ機動展開し、器材の協同警備要領を含めた訓練、協同防空戦闘
訓練を実施します。なお、訓練間、武器は携行しますが、実弾・空包等は使用しない予定
です。

○期 間：令和７年１０月２０日～１０月３１日（内１日）

○参加部隊：高射教導群（浜松基地所属）

（人員２６名、車両１１台）

訓練の一例（イメージ）

機動展開訓練

訓練予定地

展開要領
ＰＦＩ船舶を使用して展開します。
【往路】
ＰＦＩ船舶「はくおう」蒲郡港～中城港

【復路】
ＰＦＩ船舶「ナッチャン」中城港～蒲郡港

※陸路は、公道を自走します。



沖縄県内で実施を検討している訓練内容
【航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練） 】

○期 間：令和７年１０月２０日～１０月３１日（内１日）

〇参加部隊：南西高射群（人員約３０名、車両約１２台）、米陸軍（調整中）

訓練の一例（イメージ）

機動展開訓練 訓練予定地

嘉手納飛行場全体図

空自高射部隊が嘉手納飛行場へ機動展開し、器材の協同警備要領を含めた訓練、共同防空
戦闘訓練を実施します。なお、訓練間、武器は携行しますが、実弾・空包等は使用しない
予定です。



○期 間：令和７年１０月２０日～１０月３１日（内１日）
○参加部隊：第９航空団（人員約２５名、車両約１１台）

沖縄県で実施を検討している訓練内容
【航空作戦（統合防空ミサイル防衛訓練） 】

訓練の一例（イメージ）

機動展開訓練 訓練予定地

使用器材等

空自高射部隊が与座岳分屯基地へ機動展開し、展開先における警備要領を含めた訓練を実
施します。なお、訓練間、武器は携行しますが、実弾・空包等は使用しない予定です。



陸・空自衛隊の部隊が那覇基地に展開し、滑走路被害復旧訓練を実施します。

なお、爆破薬を使用した訓練は実施しません。

〇期 間：令和７年１０月２０日（月）～１０月２４日（金）
〇参加部隊：陸上自衛隊：第１５施設隊約３０名

航空自衛隊：９空団約４５名、南西航空施設隊約３０名、北部航空施設隊約２５名
中部航空施設隊約２５名

〇使用器材：車両、建設器材等×計約４０両

沖縄県で実施を検討している訓練内容
【航空作戦（滑走路被害復旧訓練） 】

那覇基地

訓練予定場所

【凡例】

：訓練場所

訓練イメージ



沖縄県内で実施を検討している訓練内容
【水陸両用作戦（空中機動訓練） 】

〇期 間：令和７年１０月２９日（水）～１０月３１日（金）※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
〇参加部隊：水陸機動団、第１空挺団、３即機連隊、６即機連隊、１５即機連隊、４２即機連隊、

第１ヘリ団（CH-47）（人員約３０名）

訓練予定場所 訓練イメージ

陸自：回転翼機CH-47（チヌーク）
沖大東島上空

那覇駐屯地及び那覇基地

陸上自衛隊回転翼機が那覇駐屯地、那覇基地から沖大東島上空まで飛行して、水陸機動団
等の隊員を輸送します。



沖縄県内で実施を計画している訓練内容
【空挺作戦（自由降下訓練） 】

訓練イメージ訓練予定場所

陸上自衛隊の部隊が嘉手納飛行場・空自那覇基地から飛来し、伊江島補助飛行場において
航空自衛隊、陸上自衛隊及び米空軍の航空機から自由降下（昼間・夜間）を実施します。な
お、訓練間、伊江島補助飛行場内において空包（昼間・夜間）を使用します。

〇期 間：令和７年１０月２７日（月）～１０月３０日（木）：自由降下訓練（自由降下員：約２０名）
〇参加部隊：自衛隊：陸上総隊（約４０名、車両５両程度、ボート５艇程度、ＣＨ－４７）、

航空支援集団（Ｃ－１３０Ｈ）
米 軍：米空軍（約５名､ＭＣ－１３０）､米海軍（約５名）

航空機への搭乗

伊江島補助飛行場

降下地域
(DZ)

嘉手納飛行場
那覇基地

パラシュートによる滑空

安全ボート
（伊江島補助飛行場内）

嘉手納飛行場
（準備地域）
（発進飛行場）

着地地点

伊江島

陸自CH-47

米軍MC-130空自C-130

那覇基地
（準備地域）
（発進飛行場）



沖縄県内で実施を検討している訓練内容
【指揮所訓練】

訓練イメージ

陸自隊員が嘉手納飛行場へ展開し、連絡官として日米共同指揮所訓練等を実施します。

〇期 間：令和７年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）
〇参加部隊：陸上自衛隊：陸上総隊 約２０名
【【参加隊 米 軍：米陸軍 約２０名、米海軍 約２０名、米空軍 約１５名

作戦会議

計画の作成



沖縄県内（沖大東島）で実施を検討している訓練内容
【対着上陸作戦（統合火力誘導訓練） 】

訓練イメージ

陸上自衛隊回転翼機、海上自衛隊護衛艦、航空自衛隊航空機による射撃訓練を沖縄県の
沖大東島で実施します。

〇期 間：令和７年１０月２９日（水）～３１日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
〇参加部隊：陸上自衛隊：西部方面隊回転翼機（AH-64D）×２機

第１ヘリ団回転翼機（CH-47）×１機
海上自衛隊：掃海隊群護衛艦（DD）×１隻、輸送艦（LST）×２隻、回転翼機×１機（SH-60）
航空自衛隊：航空総隊固定翼機（F-2）×２～４機、 E-2（C）D×１機

航空支援集団空中給油機 KC-767×１
〇参加人員：陸上自衛隊：水陸機動団約５０名

海自：護衛艦（DD）

空自：固定翼機（F-2）陸自：回転翼機（AH-64D）

訓練予定場所 沖大東島

海自：回転翼機（SH-60）



全国で実施を検討している訓練内容

【統合後方運用（医療訓練） 】

訓練イメージ

奄美大島において、傷病者の治療及び搬送並びに医療資材を航空機から投下する訓

練を実施します。搬送先については、那覇基地にて計画をしています。

【期 間】令和７年１０月２３日（木）～１０月２９日（水）
【参加部隊】共同の部隊：統合作戦司令部

陸上自衛隊：陸上総隊、ＣＨ－４７×２機
航空自衛隊：航空支援集団、Ｃ－１３０×１機
人員約３０名

訓練予定場所

傷病者搬送傷病者治療

医療資材投下

・奄美大島において医療訓練を行い、那覇基地へ搬送する訓練を
実施します。
・奄美大島に医療資材を航空機から投下する訓練を実施します。

※医療訓練場所：太陽
が丘総合運動公園又は
龍郷町中央グラウンド
又は名瀬総合運動公園
【調整中】
空自奄美大島分屯基地
及び奄美駐屯地
投下場所：笠利﨑灯台
西側

奄美大島

那覇基地へ搬送



全国で実施を検討している訓練内容
【統合後方運用（医療訓練） 】

訓練イメージ

〇期 間：令和７年１０月２０日（月）～１０月３０日（木） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
〇参加部隊：共同の部隊等：統合作戦司令部、自衛隊中央病院

陸上自衛隊：陸上総隊、東北方面隊、陸上自衛隊衛生学校、自衛隊那覇病院
海上自衛隊：自衛艦隊
航空自衛隊：航空総隊

〇人 員：約１８０名
〇実施地域：沖縄県

訓練予定場所

治療訓練

・開設した医療施設において、先島等から搬送された傷病
者に対し治療訓練を実施します。

那覇基地内に医療施設を開設し、傷病者に対する治療訓練を実施します。

那覇基地及び南那覇駐屯地



全国で実施を検討している訓練内容
【統合後方運用（医療訓練） 】

訓練イメージ

〇期 間：令和７年１０月２９日（水）～１０月３１日（金）※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定
〇参加部隊：共同の部隊等：統合作戦司令部

陸上自衛隊：陸上総隊、自衛隊福岡病院、自衛隊中央病院
海上自衛隊：自衛隊横須賀病院
航空自衛隊：航空支援集団、自衛隊入間病院、Ｃ－２ 人員約６０名

〇実施地域：東京都、埼玉県、神奈川県、福岡県、沖縄県

訓練予定場所

患者搬送（救急車） 患者搬送（航空機）

・より高度な治療が必要な傷病者を本州または九州へ搬送
する訓練を実施します。

那覇基地内に開設した医療施設から、本州または九州の自衛隊等の医療機関への傷病者
の搬送訓練を実施します。



【期 間】令和７年１０月２０日（月）～１０月２９日（水）
【参加部隊】陸上自衛隊：西部方面システム通信群

航空自衛隊：高射教導群、中部高射群、第２基地防空隊
【使用装備品】ＰＡＣ３発射機（ＬＳ）、レーダー装置、燃料タンク車等

その他：ＰＦＩ船舶（はくおう及びナッチャンWorld）
【実施地域】中城湾港・平良港・石垣港（他北海道、愛知県、大分県・鹿児島県の港湾を使用予定）

訓練イメージ

・

ＰＡＣ３発射機（ＬＳ） レーダー装置（ＲＳ） 待機車１号 燃料タンク車

沖縄県で実施を検討している訓練内容
【統合後方運用（物資輸送訓練） 】

中城湾港

蒲郡港

石垣港

平良港

鹿児島港

苫小牧港より訓練予定場所

伊延港

ＰＦＩ船舶で北海道から愛知県、大分県、鹿児島県を経由して、沖縄県（中城湾港、平
良港、石垣港）まで部隊・装備品を輸送する訓練を実施します。

大分港

ＰＦＩ船舶：ナッチャン
World

ＰＦＩ船舶：はくおう

：はくおう往路
：はくおう復路

凡例

：ナッチャンworld往路

：ナッチャンworld復路

【PFI船舶：はくおう】
・中城湾港において、蒲郡港から乗船した空自部隊（高射教導群）を卸
下します。発射機（ＬＳ）の卸下はありません。
・平良港において蒲郡港から乗船した空自部隊（中部高射群第１５高射
隊）を卸下します。発射機（ＬＳ）を卸下します。
・石垣港において鹿児島港から乗船した陸自部隊（西部方面システム
通信群）を卸下します。発射機（ＬＳ）の卸下はありません。
・石垣港で卸下した陸自部隊を乗船させ、鹿児島港に帰港します。
【 PFI船舶：ナッチャン】
・平良港においてはくおうから下船した空自部隊を乗船させます。
・中城港湾においてはくおうから下船した空自部隊を乗船させ和泊港、
鹿児島港を経由し、蒲郡港へ帰港します。



沖縄県内で実施を検討している訓練内容
【統合電磁波作戦訓練】

訓練予定場所

（沖縄本島）

（宮古島） （与那国島）

陸上自衛隊 NEWS※

※ NEWS：Network Electric warfare System
（ネットワーク電子戦システム）
電波の収集等を実施

陸上自衛隊
知念分屯地

陸上自衛隊
宮古島駐屯地

陸上自衛隊
与那国駐屯地

展開する主要装備品

統合電磁波作戦訓練は、四国沖訓練海空域等で実施される共同統合対艦戦闘訓練及び水

陸両用作戦訓練に連携して行われます。

本訓練では、陸上自衛隊の電子戦部隊が、陸上自衛隊知念分屯地、陸上自衛隊宮古島駐

屯地及び陸上自衛隊与那国駐屯地において、電波状況の確認等を実施します（早朝・夜間や

土日は除く。）。

また、本訓練では実際に電波を発射しますが、住民のみなさまの生活、民航機の運航等

に影響しない周波数を使用します。

〇期 間：令和７年１０月２１日（火）～１０月２９日（水）
〇参加部隊：陸上自衛隊知念分屯地：約１５名

（車両（NEWSを含む。）×３両
陸上自衛隊宮古島駐屯地：約１５名
（車両（NEWSを含む。）×３両
陸上自衛隊与那国駐屯地：約１５名
（車両（NEWSを含む。）×３両）

（所在部隊）

（所在部隊）

（所在部隊）



沖縄県内で実施を検討している訓練内容
【統合通信訓練】

〇期 間：令和７年１０月２４日（金）～１０月３１日（金）※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

〇参加部隊：陸上自衛隊 西部方面システム通信群 約３０名（車両：１２両程度）

海上自衛隊 システム通信隊群 約１５名（車両：５両程度）

〇実施場所：宮古島駐屯地、宮古島分屯基地、石垣駐屯地、与那国駐屯地、伊野田漁港、前勢岳展望台、

東崎展望台駐車場、立神岩展望台駐車場、アヤミハビル館駐車場

訓練イメージ（沖縄県）
【OH多重通信装置】

訓練予定場所

中城湾港
那覇港

平良港

祖納港

貨物船

石垣島、宮古島及び与那国島への移動について
は、通信器材、車両等はＰＦＩ船（はくおう）
及び貨物船を使用、人員については民間航空機
を使用

石垣港

鹿児島港

【衛星通信装置】

PFI船
及び
貨物船

統合通信訓練は、通信回線を構成する訓練です。
本訓練のため、陸上自衛隊及び海上自衛隊の通信部隊が石垣島、宮古島及び与那国島に展
開し、通信回線を構成いたします。



宮古島で実施を検討している訓練内容
【統合通信訓練】

〇期 間：令和７年１０月３１日（金） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

〇参加部隊：海上自衛隊 システム通信隊群 約１５名（車両：５両程度）

〇実施場所：宮古島駐屯地、宮古島分屯基地

訓練イメージ（沖縄県）訓練予定場所

那覇港

平良港

祖納港

貨物船

宮古島への移動については、通信器材、車
両等は貨物船を使用
人員については民間航空機を使用

石垣港

海上自衛隊は、宮古駐屯地、宮古分
屯基地を使用

宮古島分屯基地

至人工衛星

宮古島駐屯地

【衛星通信装置】

：通信回線

：展開場所

統合通信訓練は、通信回線を構成する訓練です。

本訓練のため、海上自衛隊の通信部隊が宮古島に展開し、通信回線を構成いたします。



石垣島で実施を検討している訓練内容
【統合通信訓練】

〇期 間：令和７年１０月２４日（金）～１０月２８日（火） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

〇参加部隊：陸上自衛隊 西部方面システム通信群 約１０名（車両：５両程度）

〇実施場所：石垣駐屯地、伊野田漁港、前勢岳展望台

訓練イメージ（沖縄県）
【OH多重通信装置】

訓練予定場所

那覇港

平良港

祖納港

石垣島への移動については、通信器材、車
両等はＰＦＩ船を使用
人員については民間航空機を使用

石垣港
石垣駐屯地

陸上自衛隊は上記３ヵ所を使用

至与那国島

：通信回線

：展開場所

伊野田漁港

前勢岳展望台

鹿児島港

PFI船

統合通信訓練は、通信回線を構成する訓練です。

本訓練のため、陸上自衛隊の通信部隊が石垣島に車両（OH多重通信装置）を展開し、通
信回線を構成いたします。



与那国島で実施を検討している訓練内容
【統合通信訓練】

〇期 間：令和７年１０月２４日（金）～１０月２８日（火） ※前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定

〇参加部隊：陸上自衛隊 西部方面システム通信群 約１０名（車両：５両程度）

〇実施場所：与那国駐屯地、東崎展望台駐車場、立神岩展望台駐車場、アヤミハビル館駐車場

訓練イメージ（沖縄県）
【OH多重通信装置】

訓練予定場所

祖納港

与那国島への移動については、通信器材、
車両等は貨物船舶を使用
人員については民間航空機を使用

石垣港

鹿児島港

至石垣島

陸上自衛隊は上記４ヵ所を使用

：通信回線

：展開場所

東崎展望台駐車場

与那国駐屯地

貨物船

統合通信訓練は、通信回線を構成する訓練です。

本訓練のため、陸上自衛隊の通信部隊が与那国島に展開し、通信回線を構成いたします。

貨物船

平良港
立神岩展望台駐車場

アヤミハビル館駐車場



石垣市及び竹富町で実施を検討している訓練内容
【災害対処訓練】

【期 間】令和７年１０月２６日（日）（準備と予備等も含めると約４日間）

【参加部隊】陸上自衛隊：西部方面隊第１５旅団（主力は八重山警備隊、航空機はCH-47×１、UH-60×１）

米 軍：合計約６０名(参加アセット：C-130、汎用揚陸艦（LCU）)

※ 訓練実施場所は今後の調整等により具体化

訓練予定場所及びイメージ

【米軍汎用揚陸艦】

【自衛隊ＣＨ－４７】

自衛隊及び米軍が共同して災害対処に係る訓練を実施します。
その際、石垣港、ヘリポート等を使用し、①航空機（陸自CH-47・UH-60）及び艦艇(米軍

汎用揚陸艦) を使用した避難訓練、②航空機（陸自CH-47・UH-60、米C-130）及び艦艇（米
軍汎用揚陸艦）を使用した支援物資輸送訓練、③共同衛生訓練 （応急医療・後送）を検討
しています。

【米Ｃ－１３０】

①住民避難は、大原ＨＰ→石垣空港及び石垣港
②緊急支援物資輸送は、那覇空港→石垣空港→大原HP

那覇空港→石垣空港→住吉HP
③患者搬送は、住吉ＨＰ→石垣空港
それぞれ上記のとおり想定しております。

【自衛隊UＨ－６０】

石垣駐屯地 石垣空港

石垣港

住吉ＨＰ

大原ＨＰ

①住民避難
②支援物資輸送

③患者後送
②支援物資輸送

③衛生訓練

③患者後送
①住民避難



与那国町で実施を検討している訓練内容
【災害対処訓練】

【期 間】令和７年１０月２６日（日）（準備と予備等も含めると約４日間）

【参加部隊】陸上自衛隊：西部方面隊第１５旅団（主力は与那国沿岸監視隊、航空機はCH-47×１）

米 軍：合計約１０名(参加アセット：CH-53×１～２)

訓練予定場所及びイメージ

【米CH-５３】

【自衛隊ＣＨ－４７】

自衛隊及び米軍が共同して災害対処に係る訓練を実施します。
その際、与那国駐屯地等を使用し、航空機（陸自CH-47及び米CH-53）を使用した患者後送

及び燃料給油訓練を検討しています。

患者後送及び燃料給油

与那国駐屯地


